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※平成24年４月１日現在の常住人口（38,138人）で除して算出。

●一般会計の決算状況

193
対前年度比22億円（13.0％）増

193193
歳出総額

57.5％
村税   　　122億円
村民税、固定資産税、
都市計画税等

14.2％
国庫支出金 30億円
村の特定事業に対し、
国から交付されたお金

4.1％

23.3％
その他       49億円
使用料･手数料や交付
金、繰入金等

212億円
対前年度比39億円（22.8％）増

県支出金    ９億円

村民１人当たりの村税
32 万円※

0.9％ 村債     ２億円
国や金融機関等か
らの借入金（借金）

村の特定事業に対し、
県から交付されたお金

総務費       31億円
自治推進、防災･交通安
全対策等に使われたお金

24.4％
民生費       47億円
福祉、医療等に使われ
たお金

衛生費       20億円
保健衛生、環境衛生、ご
み処理等に使われたお金

土木費       26億円
道路、公園の整備等に
使われたお金

教育費       36億円
小中学校、幼稚園、社
会教育等に使われたお金

その他      14億円

公債費        ７億円

13.6％

4.8％

被災した公共施設等
の復旧に使われたお金

●庁舎の維持管理
●デマンド交通「あいのりく

ん」の運営
●コミュニティセンターの維

持管理
●東日本大震災への対応

など117事業

15.9％

10.4％

18.8％

3.8％

6.9％

東海村の
お財布状況
　村では毎年、財政状況を公表し、皆
さんの納めた税金等がどのように使わ
れているのかをお知らせしています。
今回は、一般会計を中心とした平成
23年度決算の概要と村の財政の健全
度を判定する健全化判断比率等につい
てお知らせします。村民１人当たりに使われた額は

51万円※

212212億円億円
歳入総額

●庁舎の維持管理

こんな事業に使われました！

●公立保育所や総合福祉セン
ター「絆」の管理運営

●子ども手当の支給
●医療費の助成（マル福制

度等）
●障害福祉サービス

など100事業

●清掃センターや最終処分場
の管理運営

●住民健康診査の実施
●予防接種費用の助成
●ごみ･資源物の収集

など80事業

●道路の新設･改良･補修等
●排水路の整備管理
●都市計画公園の整備管理
●緑化の推進

など36事業

●小中学校、幼稚園の管理運営
●小中学校の建設
●図書館の増改築
●スタディ･サポーターの設置

など153事業

議会、消防、商工、農林水産
業等に使われたお金

基金の積み立てなど
に使われたお金

諸支出金 ３億円1.4％

村債（借金）の元金や利子の償
還に使われたお金

災害復旧費  ９億円

問い合わせ▼財務課財政担当
（☎282-1711 内線1383）
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区分 平成 23 年度 平成 22 年度 増減額 増減率
歳　入 211 億 9,362 万 2 千円 172 億 6,376 万 1 千円 39 億 2,986 万 1 千円 22.8％
歳　出 193 億 521 万円 170 億 8,682 万 5 千円 22 億 1,838 万 5 千円 13.0％
差し引き 18 億 8,841 万 2 千円 1 億 7,693 万 6 千円 17 億 1,147 万 6 千円 967.3％

◎給与は収入全体の約59%を占めています。
◎給与や貯金からの引き出し等、他に頼らない

収入（自主財源）は収入全体の約70%となって
います。

◎必要な支出を全て自主財源で賄う
ことはできないため、ローンを組ん
だり、親からの援助を得ながら家計
をやりくりしています。

平成23年度の
当初予算と比
較すると決算
額は、歳入が
16.8％増、歳
出 が6.4 ％ 増
でした。

歳 入 総 額 は
212億円で、村税のほ
か災害復旧に係る地方
交付税や国庫支出金等
が増加したため、前年
度に比べて39億円の
増加となりました。

歳入

収　　入

給与 418万円
村税、分担金･負担金、使用料･手数料

貯金からの引き出し 56万円
繰入金

前年度の残金 6万円
繰越金

雑収入 14万円
諸収入、財産収入

親からの援助 206万円
地方譲与税、地方交付税、国･県支出金等

ローン借り入れ 6万円
村債

合計 706万円

◎食費や医療費、学費、ローン返済等、必ず支
出しなければならない経費は支出全体の約
34%を占めています。これは義務的経費とい
い削減が難しい経費です。

支　　出

食費 120万円
人件費

医療費、学費 77万円
扶助費

ローン返済 25万円
公債費

光熱水費･日用品の購入費 99万円
物件費

自宅の増改築･修繕 108万円
維持修繕費、普通建設事業費、災害復旧費

子どもへの仕送り 109万円
繰出金

自治会費、友人への支援 48万円
補助費等
貯金 58万円
積立金、投資･出資金、貸付金

合計 644万円

　村では、継続的に安定した行政サービスが行えるよう、中長
期的な財政見通しを立てながら、計画的に貯蓄を行うとともに、
支出を平準化するために必要に応じてローンを組みながら、財
政運営を行っています。今後も、日用品購入の節約や計画的に
増改築を行うなど、無理のない着実な財政運営に努めます。

貯金とローンも３千分の１に縮小

ローン残高

230万円

※一般会計のみ

貯金額

503万円

494 万円

99万円
222 万円

一般会計決算額を３千分の１に縮小しました家計簿で考えると…

平成23年度決算報告

決算額の対前年度比

歳 出 総 額 は
193億円で、東日本大
震災からの復旧･復興
に係る総務費や災害復
旧費が増加したため、
前年度に比べて22億円
の増加となりました。

歳出 歳入から歳出を
差し引いた額は19億円となりま
した。このうち、７億円は平成
24年度への繰り越し事業の財
源としたため、歳入と歳出の実
質的な差額である実質収支額は
12億円となりました。

差し引き

自
分
で
稼
い
だ
お
金（
自
主
財
源
）

必
ず
支
出
し
な
い
と
い
け
な
い
お
金（
義
務
的
経
費
）
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一
般
会
計･

歳
入

一
般
会
計･
歳
出（
科
目
別
）

区　　分 決 算 額 構成比
（％）

対前年度比
増減 率（％） 増減の主な要因

村　　税※
村民税、固定資産税、
都市計画税等 121億8,744万5千円 57.5 4.1 法人村民税、固定資産税の増加等

により4.8億円の増

国庫支出金 村の特定事業に対して
国から交付されたお金 30億801万3千円 14.2 35.7

東日本大震災に係る災害復旧事業
費支出金や復興交付金の増加等に
より7.9億円の増

県 支 出 金 村の特定事業に対して
県から交付されたお金 8億6,177万5千円 4.1 33.7

東日本大震災に係る災害復旧事業費
支出金や復興まちづくり支援事業費
交付金の増加等により2.2億円の増

村 債 国や金融機関等からの
借入金（借金） 1億8,980万円 0.9 144.6 中丸小学校屋内運動場建設事業債

の増加により1.1億円の増

そ
の
他

地方譲与税 国税として徴収後に、一定
の基準で譲与されたお金 1億6,276万5千円 0.8 ▲3.7 ―

地方消費税交付金 地方消費税の一部が一定
の割合で交付されたお金 3億5,719万4千円 1.7 0.0 ―

震 災 復 興
特別交付税

東日本大震災の復旧復
興財源として交付され
たお金

15億3,410万5千円 7.2 皆増
東日本大震災の復旧復興財源とし
て交付された震災復興特別交付税
の増加により15.3億円の増

分担金･負担金※
保育所に入所する際等
に利用者が負担するお金 1億8,139万8千円 0.9 9.0 保育所運営費負担金の増加等によ

り1千万円の増

使用料･手数料※
公共施設の使用や証明
書の交付に係るお金 1億9,122万6千円 0.9 1.4 ―

繰  入  金※
基金や特別会計からの
受入金 16億7,804万9千円 7.9 272.9

東日本大震災の復旧復興財源とし
て取り崩した財政調整基金繰入金
や学校建設の財源として取り崩し
た公立学校施設整備基金繰入金の
増加等により12.3億円の増

繰  越  金※
平成22年度から繰り越
されたお金 1億7,693万6千円 0.8 ▲78.8 ―

そ の 他 交付金、財産収入、寄
附金等 ６億6,491万6千円 3.1 47.0 東日本大震災に係る寄附金の増加

等により2.1億円の増
合 計 211億9,362万2千円 100.0 22.8 ―

総 務 費 自治推進、防災、交通安
全対策等に使われたお金 30億6,015万9千円 15.9 34.9 東日本大震災に係る復旧復興事業

の増加等により7.9億円の増

民 生 費 福祉、医療等に使われ
たお金 47億1,094万6千円 24.4 10.9 子ども手当や国民健康保険事業繰

出金の増加等により4.6億円の増

衛 生 費 保健衛生、環境衛生、ご
み処理等に使われたお金 20億1,181万3千円 10.4 3.1 定期外予防接種事業の開始等によ

り6千万円の増

土 木 費 道路、公園の整備等に
使われたお金 26億1,660万9千円 13.6 0.8 ―

教 育 費 小中学校、幼稚園、社会
教育等に使われたお金 36億2,745万8千円 18.8 14.0 東海中学校や照沼小学校建設事業

費の増加等により4.5億円の増

公 債 費 村債（借金）の元金や利
子の償還に使われたお金 7億3,857万8千円 3.8 ▲10.3 ―

諸 支 出 金 基金の積み立てに使わ
れたお金 2億7,460万3千円 1.4 ▲58.9 財政調整基金積立金の減少等によ

り3.9億円の減

そ
の
他

議 会 費 議会運営に使われたお金 2億2,675万4千円 1.2 16.6 議員年金制度の廃止に伴う議員共済
会負担金の増加等により３千万円の増

農林水産業費 農業振興、土地改良事
業等に使われたお金 3億7,100万6千円 1.9 ▲1.7 ―

商 工 費 商工業振興、観光事業
等に使われたお金 1億3,557万7千円 0.7 ▲5.2 ―

消 防 費 火災予防や救急救助活
動等に使われたお金 5億9,965万5千円 3.1 3.6 消防広域化整備負担金の増加等に

より2千万円の増

災害復旧費 被災した公共施設等の
復旧に使われたお金 9億3,205万2千円 4.8 1,567.0 東日本大震災に係る復旧復興事業

の増加により8.8億円の増
合 計 193億521万円 100.0 13.0 ―

※
は
自
主
財
源
／
そ
れ
以
外
は
依
存
財
源

法人村民税、固定資産税の増加等

東日本大震災に係る災害復旧事業
費支出金や復興交付金の増加等に

東日本大震災に係る災害復旧事業費
支出金や復興まちづくり支援事業費

中丸小学校屋内運動場建設事業債

東日本大震災の復旧復興財源とし
て交付された震災復興特別交付税

保育所運営費負担金の増加等によ

東日本大震災の復旧復興財源とし
て取り崩した財政調整基金繰入金
や学校建設の財源として取り崩し
た公立学校施設整備基金繰入金の

●
一
般
会
計･

特
別
会
計
の
決
算
額
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区　　分 残　　高 対前年度比
増減率（％）

一般会計 68億8,937万6千円 ▲5.6
公共下水道事業会計 83億1,845万8千円 ▲4.3
水道事業会計 14億420万3千円 ▲2.4
病院事業会計 17億332万円 ▲3.2

合　　計 183億1,535万7千円 ▲4.6

■基金…年度間の財源不足を補う「財政調整基
金」、借金返済の財源に充てる「減債基金」等、
18の基金があります。

■地方債…多額の費用が掛かる施設等の
建設事業の財源として借り入れるも
のです。

一
般
会
計･

歳
出（
性
質
別
）

特
別
会
計

事業名 歳　　入 歳　　出 差し引き
国民健康保険事業 31億8,147万1千円 30億4,901万2千円 1億3,245万9千円
後期高齢者医療 2億6,096万4千円 2億5,869万3千円 227万1千円
介護保険事業 21億1,607万4千円 19億5,159万2千円 1億6,448万2千円
介護サービス事業 833万6千円 472万円 361万6千円
東海駅西土地区画整理事業 1億857万1千円 2,775万6千円 8,081万5千円
東海駅東土地区画整理事業 8,164万5千円 4,529万6千円 3,634万9千円
東海駅西第二土地区画整理事業 1億5,581万3千円 8,543万6千円 7,037万7千円
東海中央土地区画整理事業 9億1,961万3千円 4億5,415万4千円 4億6,545万9千円
公共下水道事業 21億9,377万円 17億2,870万6千円 4億6,506万4千円

補
助
金

区　　分 補助金額 事業数
地域自治 自治会活動に対する支援 １億312万3千円 7
福 祉 高齢者、保育児童、障がい者等に対する支援 3億2,574万1千円 34
健康･医療 不妊治療や健康診査等に対する助成 713万4千円 ９
農 業 転作や担い手育成等に対する支援 1億6,093万円 25
教 育 民間幼稚園、米飯給食費、社会教育活動団体への支援 6,694万2千円 30
環境･防災 浄化槽や太陽光発電に対する助成、防災組織への支援 3,658万3千円 12
商工観光 東海まつりへの支援、中小企業への利子補給等 3,422万1千円 6
そ の 他 国際交流や東日本大震災の復旧に係る補助等 3,450万円 6

合　　計 ７億6,917万4千円 129

基
金

区　　分 現 在 高 対前年度比
増減率（％）

財政調整基金 49億4,394万3千円 ▲8.0
減 債 基 金 35億2,033万3千円 0.1
特定目的基金 58億9,972万4千円 5.8
定額運用基金 7億3,458万2千円 2.5

合　　計 150億9,858万2千円 ▲0.5

地
方
債

区　　分 決 算 額 構成比
（％）

対前年度比
増減率（％）

義
務
的
経
費

人 件 費 職員の給与、非常勤職員の報酬等に使われたお金 36億352万3千円 18.7 1.2

扶 助 費 子ども手当や医療福祉費等、生活困窮者の最低
限の生活を維持するために使われたお金 22億9,373万7千円 11.9 9.8

公 債 費 村債（借金）の元金や利子の償還に使われたお金 7億3,857万8千円 3.8 ▲10.3

投
資
的

経
費

普通建設事業費 道路や施設等の新設、改修工事、これに伴う用
地取得のために使われたお金 20億2,229万5千円 10.5 2.5

災害復旧事業費 被災した公共施設等の復旧に使われたお金 11億8,141万5千円 6.1 1,874.9

そ
の
他
の
経
費

物 件 費 賃金･委託料･使用料･賃借料等の消費的なもの
に使われたお金 29億7,678万7千円 15.4 ▲2.0

繰 出 金 特別会計へ繰り出したお金 32億7,760万7千円 17.0 23.4
補 助 費 等 補助金や助成金、謝礼等の現金給付的なお金 14億2,882万9千円 7.4 0.5
積　立　金 基金へ積み立てたお金 15億5,314万9千円 8.0 27.4
そ の 他 維持補修費、投資および出資金、貸付金等 2億2,929万円 1.2 ▲7.5

合 計 193億521万円 100.0 13.0

補
助
金

区　　分
地域自治 自治会活動に対する支援
福 祉 高齢者、保育児童、障がい者等に対する支援

●補助金･基金･地方債の額

■補助金･･･特定の事業の支援を目的に、公益上必要がある場合に交付するお金です。村では、住民主体
のまちづくりを推進するための一つの手法として、さまざまな補助制度を設け、社会的弱者等の経済
的負担の軽減や福祉･教育等に関する各種団体への支援･育成に努めています。

※科目別の「災害復旧費」と性質別の「災害復旧事業費」の額は一致しません（性質別の「災害復旧事業費」
には、科目別の「総務費」「土木費」等から支出された災害復旧事業に係る費用も含まれているため）。

平成23年度決算報告

● 5



【地方債残高の推移】

●過去５年間の財政状況の推移

【基金現在高の推移】

基金･地方債の推移

【歳入科目別内訳の推移】 【歳出性質別内訳の推移】

村債（1.9）

（億円）

200

150

100

50

0

250

19年度 20年度 21年度 22年度 23年度

村税(121.9）

その他（49.4）

国庫支出金（30.1）

100 150500 （億円）

19年度

20年度

21年度

22年度

23年度

115.3

136.3

143.2

151.8

151.0

一般会計歳入･歳出の推移

（億円）

200

150

100

50

0

250

人件費（36.0）

投資的経費（32.1）

物件費（29.8）

補助費等（14.3）

その他（17.8）
※積立金を含む

扶助費（22.9）

繰出金（32.8）

19年度 20年度 21年度 22年度 23年度

公債費（7.4）

県支出金（8.6）

19年度

200 （億円）100

204.1

200.5

200.4

192.0

20年度

21年度

22年度

23年度 183.2

0 50

　借入額が毎年の
返済額を超えない
ように努めている
ので、地方債残高
は年々減少してい
ます。

　将来にわたって、
確実な行政サービ
スを行えるように
計画的に基金を積
み立てています。

179.3 182.4
200.0

172.6

211.9

168.0 176.4

193.1

170.9

一般会計
(68.9）

定額運用基金（7.4）

公共下水道事
業会計（83.2） 水道事業会計

(14.1）
病院事業会計

（17.0）

財政調整基金
(49.4）

減債基金
(35.2）

特定目的基金
(59.0）

191.6

150
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【経常収支比率】 【財政力指数】 【公債費負担比率】

19年度 20年度 21年度 22年度
50.0

60.0

70.0

80.0

90.0
（％）

19年度 20年度 21年度 22年度
0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

19年度 20年度 21年度 23年度
3.0

6.0

9.0

12.0

15.0

（％）
18.0

県内市町村平均 14.8

5.8 5.8県内市町村平均

東海村

東海村

14.9

23年度

東海村
67.3

77.0

89.8 90.2 90.0

23年度

5.4

22年度

　地方自治体の財政の健全度を判定する健全化判断比率（４つの指標で判定）や資金不足比率は、「自治
体財政健全化法（地方公共団体の財政の健全化に関する法律）」に基づく指標です。自治体の中心となる
お財布（一般会計）のほか、村の財政に影響を及ぼす他のお財布（特別会計や一部事務組合、第３セクター
等）も合わせて見ることで、より分かりやすく財政状況が把握できるようになっています。

●東海村の財政は健全？ ～お財布診断～

指　　標 内　　容 東海村の比率※ 早期健全化基準

実 質 赤 字 比 率 一般会計を中心とした赤
字の割合 ― 13.1％

連結実質赤字比率
全ての会計（一般会計、
特別会計、公営企業会計）
の赤字の割合

― 18.1％

実質公債費比率 年間の借金返済額の割合 2.5％ 25％

将 来 負 担 比 率 将来負担が見込まれる負
債の割合 ― 350％

資 金 不 足 比 率 公営企業ごとの資金の不
足額の大きさを示す割合 ― 20％

※―は赤字や返済できない負債、公営企業における資金不足がないため、数値が算定さ
れないことを意味します。

84.3

5.5

　自治体の財政状況を把握するためにさまざなま指標があります。その主な財政指標をご紹介します。

指　　標 内　　容 東 海 村
（対前年度比）

経常収支比率
経常的な収入（村税等）に占める経常的な支出（人件費･扶助費等）の割
合►数値が高いほど自由に使用できる財源が少なくなっていることを
表します。

80.2％
（－4.1）

財 政 力 指 数
標準的な行政需要を賄うのに必要な財源を、どれだけ自力で調達でき
るかを表す数値►数値が１を超えると、財源に余裕があるとみなされ
ます。

1.56
（－0.13）

公債費負担比率
毎年返済していく借金の元金と利子の総額に充当された一般財源の一
般財源総額に占める割合►数値が高いほど、財政運営の硬直性の高ま
りを示します。

4.4％
（－1.1）

【健全化判断比率と資金不足比率（平成23年度）】

【過去５年間の指標の推移】

80.2

87.0 88.0

74.8

1.56

0.720.750.790.790.77

1.87 1.85 1.78 1.69

県内市町村平均

14.0 13.3
12.2

4.4

財政の健全度を判定

指標からお財布チェック

　「早 期 健 全 化 基
準」を 超 え た ら、
直ちに財政の再建
に取り組まなくて
はいけません。
　東海村の財政の
健全度は全て良好
で、問題となる指
標はありませ
んでした。

平成23年度決算報告

【主な財政指標（平成23年度）】
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「
障
害
者
虐
待
防
止
法
」（「
障
害
者
虐

待
の
防
止
、
障
害
者
の
養
護
者
に
対
す

る
支
援
等
に
関
す
る
法
律
」）が
平
成
23

年
６
月
に
成
立
し
、
平
成
24
年
10
月
１

日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

障
が
い
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生

き
生
き
と
生
活
す
る
た
め
に
は
、
障
が

い
者
へ
の
虐
待
を
未
然
に
防
止
す
る
こ

と
が
と
て
も
重
要
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
障
が
い
者
虐
待
を

身
近
な
問
題
と
し
て
捉
え
、
ど
ん
な
小

さ
な
兆
候
も
見
逃
さ
ず
、
早
期
発
見･

早
期
対
応
に
つ
な
げ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

障
が
い
者
を
虐
待
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う

﹁
障
害
者
虐
待
防
止
法
﹂

知
っ
て
い
ま
す
か
？　

「
障
害
者
虐
待
防
止
法
」で
は
、
虐
待

に
気
付
い
た
人
の
通
報
義
務
も
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。﹁
見
て
見
ぬ
ふ
り
﹂は
虐
待

を
し
て
い
る
こ
と
と
同
じ
で
す
。
虐
待
に

気
付
い
た
ら
、
速
や
か
に
な
ご
み･
総
合

支
援
セ
ン
タ
ー
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

障
が
い
者
へ
の
虐
待
の
特
徴
は
⋮

▽
特
定
の
人
や
場
所
に
限
ら
ず
、
誰
に

で
も
、
ど
ん
な
場
所
で
も
起
こ
り
得

る
問
題
で
す
。

▽
虐
待
し
て
い
る
人
に
、
そ
の
認
識
が

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
虐
待
を
受
け
て
い
て
も
自
ら
被
害
を

訴
え
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
「
障
害
者
虐
待
防
止
法
」で
定
め
る

「
障
が
い
者
」は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
身
体
障
が
い
者

▽
知
的
障
が
い
者

▽
精
神
障
が
い
者（
発
達
障
が
い
者
も

含
む
）

▽
そ
の
他
心
身
の
障
が
い
に
よ
り
日
常

生
活
や
社
会
生
活
が
困
難
な
者

︻
注
意
点
︼

▽
18
歳
未
満
の
者（
障
が
い
児
）も
対
象

と
な
り
ま
す
。

▽「
障
害
者
手
帳
」等
を
取

得
し
て
い
な
い
場
合
も

含
ま
れ
ま
す
。

　
「
障
が
い
者
虐
待
」は
次
の
よ
う
な
者

に
よ
る
虐
待
を
い
い
ま
す
。

■
養
護
者
に
よ
る
虐
待

　
　

障
が
い
者
の
身
の
回
り
の
世
話
や

介
助
、
金
銭
管
理
な
ど
を
行
っ
て
い

る
家
族
や
親
族
、
同
居
人
な
ど
に
よ

る
虐
待

■
障
が
い
者
福
祉
施
設
従
事
者
等
に
よ

る
虐
待

　
　

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
所
等

で
働
い
て
い
る
職
員
に
よ
る
虐
待

■
使
用
者
に
よ
る
虐
待

　
　

障
が
い
者
を
雇
っ
て
い
る
事
業
主

な
ど
に
よ
る
虐
待

全
て
の
人
に
関
係
す
る

法
律
で
す

﹁
障
が
い
者
﹂と
は
⋮

﹁
障
害
者
虐
待
防
止
法
﹂が

施
行
さ
れ
ま
し
た

﹁
障
が
い
者
虐
待
﹂と
は

8 ●



　

障
が
い
者
虐
待
で
は
、
家
族
な
ど
、

虐
待
を
し
て
し
ま
っ
た
養
護
者
へ
の
支

援
も
大
切
と
な
り
ま
す
。
介
護
疲
れ
や

家
族
間
の
人
間
関
係
な
ど
要
因
は
さ
ま

ざ
ま
で
す
が
、
そ
う
い
っ
た
家
族
全
体

を
地
域
ぐ
る
み
で
支
援
す
る
こ
と
が
虐

待
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。

■
養
護
者
に
対
す
る
サ
ポ
ー
ト

▽
養
護
者
の
負
担
を
軽
く
す
る

　

一
時
的
に
障
が
い
者
を
保
護
し
、
冷

静
に
な
れ
る
時
間
や
休
息
で
き
る
時

間
を
つ
く
る

▽
知
識
や
技
術
を
増
や
す

　

障
が
い
に
関
す
る
正
し
い
知
識
や
情

報
を
提
供
す
る

▽
心
の
ケ
ア
を
す
る

　

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
利
用
や
家
族
会

へ
の
参
加
を
促
す
こ
と
で
養
護
者
の

心
を
癒
や
す

▽
専
門
的
な
支
援
を
す
る

　

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
対
し
て
適
切
な

対
応
を
す
る
た
め
、
専
門
機
関
か
ら

の
支
援
を
行
う

　

虐
待
と
は
、
次
の
よ
う
な
行
為
の
こ

と
を
い
い
ま
す
。

■
身
体
的
虐
待 
障
が
い
者
の
身
体
に

傷
や
痛
み
を
負
わ
せ
る
暴
行
を
加
え

る
こ
と
。
ま
た
、
理
由
な
く
縛
り
付

け
た
り
、
過
剰
な
投
薬
に
よ
り
身
動

き
が
取
れ
な
い
状
態
に
し
た
り
す
る

こ
と

■
性
的
虐
待 

障
が
い
者
に
無
理
や
り

（
ま
た
は
同
意
と
見
せ
か
け
て
）わ
い

せ
つ
な
こ
と
を
し
た
り
、
さ
せ
た
り

す
る
こ
と

■
心
理
的
虐
待 

脅
し
や
侮
辱
な
ど
の

言
葉
や
態
度
、
無
視
や
嫌
が
ら
せ
等
に

よ
り
精
神
的
な
苦
痛
を
与
え
る
こ
と

■
放
棄
・
放
任︵
ネ
グ
レ
ク
ト
︶　

食

事
、
排
せ
つ
、
入
浴
、
洗
濯
な
ど
身

の
回
り
の
世
話
や
介
助
を
せ
ず
、
障

が
い
者
の
心
身
を
衰
弱
さ
せ
る
こ
と

■
経
済
的
虐
待 

本
人
の
同
意
な
く
財

産
や
年
金
、
賃
金
を
使
う
こ
と
。
ま

た
理
由
な
く
金
銭
を
与
え
な
い
こ
と

　次のような様子が見られたら虐待
を受けている可能性があります。小
さな兆候を見逃さないでください！
□体に小さな傷がしばしば見られる
□回復状態が異なる

傷やあざがある
□手のひらなどにや

けどや、やけどの痕がある
□急におびえたり、怖がったりする
□自分で自分の頭をたたく
□傷ややけどを負った理由が変化する
□人の体を触るようになる
□人目を避けたがる
□かみつくなど、攻撃的な態度が見

られる
□わめく、泣く、叫ぶなどパニック

を起こす
□食欲の変化が激しい
□投げやりな様子になる、表情が乏

しい
□頭や爪、皮膚などが不潔になる
□部屋から異臭がする、ごみを放置

している
□ずっと同じ服を着ている
□ひどくおなかがすいている様子が

見られる
□学校や職場に出てこない
□お金を使っている様子が見られない
□生活費の支払いができていない

こんな様子がありませんか？
～虐待のＳＯＳサイン～

例
▼
平
手
打
ち
を
す
る
、
殴
る･

蹴
る
、
た
た
き
つ

け
る
、
縛
り
上
げ

る
、
閉
じ
込
め
る

例
▼
性
交
、
性
器
へ
の
接
触
、
裸

に
す
る
、
キ
ス
を
す
る
、
わ
い

せ
つ
な
話
を
す
る
、
わ
い
せ
つ
な

映
像
を
見
せ
る

例
▼
怒
鳴
る
、
の
の
し
る
、
悪
口
を

言
う
、
仲
間
外
れ
に
す
る
、
子

ど
も
扱
い
を
す
る
、
無
視
す
る

例
▼
年
金
な
ど
を
渡
さ
な
い
、
勝

手
に
財
産
や
貯
金
を
使
う
、
必

要
な
金
銭
を
与
え
な
い

例
▼
食
事
や
水
分
を
十
分
に
与
え

な
い
、あ
ま
り
入
浴
さ
せ
な
い
、

必
要
な
サ
ー
ビ
ス･

医
療･

教
育

を
受
け
さ
せ
な
い

問
い
合
わ
せ 

介
護
福
祉
課
障
が
い

支
援
担
当（
な
ご
み･

総
合
支
援
セ

ン
タ
ー
内 

☎
287
局
２
５
２
５
）

養
護
者
等
へ
の
支
援
も

定
め
ら
れ
て
い
ま
す

虐
待
行
為
と
は
⋮

● 9



開
催
報
告
／
東
海
村
農
業
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

８
月
26
日
、
東
海
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト｢

に
じ
の

な
か｣

内
の
交
流
ひ
ろ
ば
で
、
生
産
者
と
消
費
者
の
相
互
理

解
の
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、｢

東
海
村
農
業
交
流

フ
ォ
ー
ラ
ム｣

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
約
１
１
０
人
が
来
場

し
、
基
調
講
演｢

今
日
の
さ
ま
ざ
ま
な
汚
染
下
で
の
有
機

農
業
の
持
つ
意
味
と
生
き
方｣

と
、パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン｢

広
げ
よ
う
！ 

生
産
者
と
消
費
者
が
共
に
支
え
る
環
境

に
や
さ
し
い
農
業｣

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
村
上
村
長
や
基
調
講
演
の
講
師･
魚う

お
ず
み住

道み

ち

お郎
さ
ん
も
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
参
加
し
、
会
場
も
含

め
た
積
極
的
な
意
見
交
換
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

本
号
で
は
、「
東
海
村
農
業
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム
」の
主

な
内
容
を
報
告
し
ま
す
。　

講
師･

魚
住
道
郎
さ
ん（
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
日
本
有
機
農
業
研
究

会
副
理
事
長
／
石
岡
市
在
住
）

が
、
約
40
年
に
わ
た
る
有
機

農
業
の
経
験
を
基
に｢

今
日
の

さ
ま
ざ
ま
な
汚
染
下
で
の
有
機
農
業
の
持
つ
意
味
と
生

き
方｣

と
題
し
た
講
演
を
行
い
、｢

原
発
事
故
に
よ
る
放

射
能
が
森･

里･

海
に
深
刻
な
影
響
を
も
た
ら
し
た
こ
と

で
、
消
費
者
は
よ
り
安
全
な
食
べ
物
を
求
め
て
遠
ざ
か

り
、
生
産
者
と
消
費
者
の
結
び
付
き
が
崩
壊
し
て
し
ま
っ

た｣

と
指
摘
。｢

有
機
農
業
に
お
け
る
腐
植
は
、
土
壌
中

基
調
講
演

の
農
薬
を
吸
着
す
る
こ
と
が
実
証
さ
れ
て
お
り
、
放
射

性
セ
シ
ウ
ム
も
吸
着
す
る
働
き
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
放

射
能
の
農
産
物
へ
の
移
行
を
食
い
止
め
て
く
れ
る
有
機

農
業
を
推
進
す
べ
き
で
あ
る｣

と
提
唱
し
て
い
ま
し
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

環
境
に
や
さ
し
い
農
業
の
取
り
組
み
等
を
紹
介

須
崎
▼
農
家
出
身
で
は
な
く
、
自
分
や
家
族
が
食
べ
る

野
菜
を
無
農
薬･

無
化
学
肥
料
で
栽
培
し
た
い
と
の

思
い
か
ら
就
農
し
、
８
年
目
に
な
り
ま
す
。
年
間
で

約
50
品
目
の
野
菜
を
生
産
し
て
お
り
、
そ
の
と
き
に

収
穫
で
き
た
野
菜
を
箱
詰
め
に
し
、
野
菜
セ
ッ
ト
と

し
て
村
内
の
方
を
中
心
に
提
供
し
て
い
ま
す
。

萩
谷
▼
ブ
ド
ウ
農
家
の
３
代
目
と
し
て
就
農
し
、
７
年

目
に
な
り
ま
す
。
ブ
ド
ウ
は
自
宅
の
直
売
所
で
朝
に

収
穫
し
た
も
の
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
ブ
ド
ウ
は
雨

に
当
た
る
と
病
気
に
な
る
の
で
、
雨
よ
け
ハ
ウ
ス
等

に
し
て
農
薬
の
回
数
を
減
ら
し
て
い
ま
す
。

大
貫
▼
食
生
活
改
善
推
進
員
連
絡
協
議
会
で
は
、
今
年

度
か
ら
夏
休
み
期
間
中
に
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
と
の

共
催
に
よ
り
、
環
境
に
や
さ
し
い
農
産
物
の
収
穫

か
ら
調
理
ま
で
を
体
験
で
き
る｢
親
子
収
穫
体
験
＆

ク
ッ
キ
ン
グ
教
室｣

を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
事
業

を
通
し
て
、
野
菜
嫌
い
な
子
も
自
分
で
収
穫
し
調
理

し
た
野
菜
を
食
べ
る
こ
と
に
よ
り
、
野
菜
嫌
い
を
克

服
す
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

橋
本
▼
日
立
市
出
身
で
、
野
菜
は
ス
ー
パ
ー
で
き
れ
い

に
パ
ッ
ケ
ー
ジ
さ
れ
た
物
と
い
う
環
境
で
育
っ
て
き

ま
し
た
。
東
海
村
に
嫁
い
で
か
ら
は
、
近
所
の
方
か

ら
採
り
た
て
の
野
菜
を
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
、
野

菜
の
本
当
の
お
い
し
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

生
産
者
と
消
費
者
の
立
場
か
ら
質
疑
応
答

大
貫
▼
土
作
り
の
方
法
と
、
手
間
を
掛
け
て
育
て
た
農

産
物
の
販
売
方
法
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

須
崎
▼
手
に
入
り
や
す
い
有
機
物
の
米
ぬ
か
、も
み
殻
、

く
ず
米
を
畑
に
入
れ
て
お
り
、
有
機
物
を
分
解
し
て

く
れ
る
土
壌
中
の
微
生
物
を
い
か
に
し
て
増
や
す
か

を
考
え
て
土
作
り
を
し
て
い
ま
す
。
生
産
し
た
農
産

物
は
、
箱
詰
め
に
し
て
配
達
す
る
か
、
畑
な
ど
に
取

り
に
来
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

萩
谷
▼
冬
場
に
剪せ

ん
て
い定
し
た
ブ
ド
ウ
の
枝
を
チ
ッ
プ
に

し
、
米
ぬ
か
、
鶏
ふ
ん
、
石
灰
を
混
ぜ
て
１
年
間
寝

か
せ
た
も
の
を
畑
に
入
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
貝

殻
の
粉
末
や
魚
か
す
な
ど
も
投
入
し
て
微
生
物
が
活

発
に
働
け
る
よ
う
な
土
作
り
を
し
て
い
ま
す
。
生
産

し
た
ブ
ド
ウ
は
、
全
て
庭
先
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

橋
本
▼
雑
草
を
生
え
さ
せ
な
い
と
い
う
こ
と
へ
の
考
え
方

と
、
減
農
薬
で
育
て
る
大
変
さ
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

須
崎
▼
除
草
剤
は
使
わ
ず
、
雑
草
が
発
芽
し
た
段
階
で

機
械
除
草
を
行
い
、
少
し
時
間
を
置
い
て
か
ら
、
も

う
一
度
行
い
ま
す
。
そ
の
頃
に
な
る
と
作
物
も
生
育

し
、
多
少
の
雑
草
が
あ
っ
て
も
負
け
る
こ
と
は
あ
り
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ま
せ
ん
。
ま
た
、
作
物
が
健
康
に
育
っ
て
い
れ
ば
農

薬
を
使
わ
な
く
て
も
、
病
害
虫
が
多
発
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
お
客
さ
ん
は
、
少
し
の
虫
食
い
な
ら

ば
構
わ
な
い
と
言
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

萩
谷
▼
近
所
に
迷
惑
を
掛
け
な
い
よ
う
に
、
果
樹
園
の

周
り
の
雑
草
に
は
除
草
剤
を
使
っ
て
い
ま
す
。
ブ
ド

ウ
は
雨
よ
け
ハ
ウ
ス
で
栽
培
し
て
病
気
を
減
ら
す
こ

と
で
農
薬
を
使
わ
な
い
よ
う
に
努
力
し
て
い
ま
す
。

須
崎
▼
地
元
の
方
に
採
り
た
て
の
野
菜
を
新
鮮
な
う
ち

に
届
け
る
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
方
法
が
あ
る
と

思
い
ま
す
か
。
ま
た
、
地
産
地
消
を
自
分
の
生
活
に

ど
れ
だ
け
取
り
入
れ
た
い
と
思
い
ま
す
か
。

大
貫
▼
無
農
薬
の
野
菜
を
食
べ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す

が
、
必
要
な
と
き
に
す
ぐ
に
買
え
る
所
が
な
い
と
面

倒
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、｢

に
じ
の
な
か｣
な

ど
、
す
ぐ
に
購
入
で
き
る
店
に
並
ん
で
い
れ
ば
買
い

や
す
い
と
思
い
ま
す
。
地
産
地
消
に
つ
い
て
は
、
積

極
的
に
取
り
入
れ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

橋
本
▼
須
崎
さ
ん
の
畑
で
朝
市
な
ど
を
定
期
的
に
開
催

す
れ
ば
、
口
コ
ミ
で
広
が
る
と
思
い
ま
す
。

萩
谷
▼
東
京
な
ど
で
は
高
品
質
の
ブ
ド
ウ
を
１
房
１
万

円
で
売
っ
て
い
る
店
が
あ
り
ま
す
が
、
地
元
の
直
売

所
に
高
品
質
の
ブ
ド
ウ
が
売
っ
て
い
た
場
合
、
い
く

ら
ぐ
ら
い
な
ら
買
い
ま
す
か
。

大
貫
▼
果
物
は
毎
日
食
べ
る
物
な
の
で
、
毎
日
食
べ
て

も
支
障
の
な
い
値
段
で
あ
れ
ば
買
い
ま
す
。

橋
本
▼
わ
が
家
に
は
食
べ
盛
り
の
子
が
２
人
も
い
る
の

で
、
あ
ま
り
高
価
な
物
は
買
え
ま
せ
ん
。

来
場
者
か
ら
の
意
見
や
質
問

来
場
者
①
▼
畑
の
中
に
あ
る
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
は
ゼ
オ

ラ
イ
ト
に
吸
着
さ
せ
て
別
の
場
所
に
移
せ
ば
減
ら
す

こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
魚
住
さ
ん
の
方
法
で
は
減
ら

す
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
う
の
で
す
が
⋮
。

魚
住
▼
吸
着
さ
せ
た
ゼ
オ
ラ
イ
ト
の
処
理
方
法
が
決
定

し
て
い
な
い
以
上
、
汚
染
を
広
げ
な
い
よ
う
畑
に
と

ど
め
て
お
く
し
か
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

来
場
者
②
▼
現
在
の
品
種
は
農
薬
や
化
学
肥
料
を
適
切

に
使
用
し
な
い
と
な
か
な
か
よ
い
物
が
で
き
な
い
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
有
機
栽
培
に
お
い
て
病
害
虫

を
忌
避
す
る
た
め
の
工
夫
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

須
崎
▼
栽
培
の
難
し
い
品
種
に
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
せ
ず
、

作
り
や
す
く
対
病
性
の
あ
る
お
い
し
い
品
種
を
選
ん

で
作
っ
て
い
ま
す
。

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
か
ら
の
提
言

魚
住
▼
消
費
者
に
は｢

自
給
農の

う
え
ん縁

運
動｣

と
い
う｢

掛
け

替
え
の
な
い
彼
ら（
生
産
者
）が
い
る
か
ら
私（
消
費

者
）は
絶
対
に
支
え
た
い｣

と
の
考
え
方
を
持
っ
て
、

生
産
者
を
支
え
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

村
長
▼
環
境
の
ま
ち
と
し
て
有
機
農
業
を
推
進
す
る
水

俣
市
を
訪
れ
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
、
本
村
の
農
業

政
策
を
根
本
か
ら
変
え
る
た
め
に
行
政
の
４
本
柱
の

一
つ
に
農
業
を
掲
げ
ま
し
た
。
今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム

で
は
、
本
村
の
農
業
を
大
事
に
し
、
発
展
さ
せ
る
こ

と
に
よ
り
、
村
民
の
生
活
を
豊
か
な
も
の
に
し
て
い

く
と
い
う
考
え
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
ま
と
め

涌
井
◆
農
業
は
自
然
環
境
に
最
も
近
い
所
で
営
ま
れ
る
も

の
で
あ
り
及
ぼ
す
影
響
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
ア
メ
リ
カ

や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ブ
ラ
ジ
ル
と
い
っ
た
穀
倉
地
帯
に

お
い
て
も
、
環
境
と
資
源
の
こ
と
を
考
え
た
農
法
に
転
換

し
て
き
て
い
ま
す
。
東
海
村
で
は
、
全
国
で
も
数
少
な
い

独
自
の｢

と
う
か
い
安
全
安
心
農
産
物
認
証
制
度｣

を
創

設
し
て
い
ま
す
の
で
、
生
産
者
に
は
制
度
に
参
加
し
て
も

ら
い
、
消
費
者
に
は
制
度
を
活
用
し
て
も
ら
う
こ
と
に
よ

り
、
環
境
に
や
さ
し
い
農
業
を
推
進
し
て
も
ら
い
た
い
と

思
い
ま
す
。
本
日
は
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
問
い
合
わ
せ　

東
海
村
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー（
☎
287

局
７
８
６
７
）

笠間市在住。ＮＰＯ法人あしたを拓く
有機農業塾代表理事、ＮＰＯ法人有
機農業推進協会理事、ＮＰＯ法人有
機農産物普及･堆肥化推進協会顧問な
ど、有機農業団体の要職として活躍中。

コーディネーター

石神外宿在住。有機農業による新規
就農者。無農薬･無化学肥料による少
量多品目の栽培を実践。生産した野
菜等は、宅配等による箱詰め販売を
中心に、村内の飲食店にも多数提供。

船場在住。認定農業者である父の下
で、減農薬･減化学肥料によるブドウ
栽培を実践。村内で一番若い認定農
業者であり、本村農業の中核的な担
い手として将来を嘱望される存在。

須和間在住。村民の食生活を健康的
にするとともに、心豊かなものにな
るよう活動しているボランティア団
体である東海村食生活改善推進員連
絡協議会の会長として活躍中。

豊岡在住。村が村政や男女共同参画
への理解を深めるとともに、地域で
活躍できる女性を育成することを目
的に募集しているハーモニー東海の
第13期生の代表として活動中。

パネリスト

涌井義郎（わくい･よしろう）

須崎拓志（すざき･たくし）

萩谷慶太（はぎや･けいた）

大貫美枝子（おおぬき･みえこ）

橋本礼子（はしもと･あやこ）
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東
日
本
大
震
災
の
復
旧
支
援

～
職
員
を
福
島
県
双
葉
町
埼
玉
支
所
へ
派
遣
～

　

村
は
、
昨
年
５
月
か
ら
本
年
３
月
ま
で
、
島
根
県
松

江
市（
20
人
）、
三
重
県
菰
野
町（
９
人
）、
長
崎
県
川
棚

町（
４
人
）、
富
山
県
砺
波
市（
２
人
）の
職
員
に
、
村
の

災
害
復
旧
の
た
め
支
援
に
当
た
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

の
事
故
の
影
響
に
よ
り
集
団
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
る
福
島
県
双
葉
町
を
支
援
す
る
た
め
、
村
の
職

員
を
、
埼
玉
県
加
須
市
内
の
福
島
県
双
葉
町
埼
玉
支

所
へ
派
遣
し
ま
し
た（
９
月
１
日
か
ら
平
成
25
年
２

月
28
日
ま
で
、
１
か
月
に
付
き
１
人
、
合
計
６
人
の

事
務
職
員
を
交
代
で
派
遣
）。
派
遣
職
員
に
は
、
双

葉
町
が
進
め
る「
双
葉
町
復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画
」策

定
に
関
す
る
業
務
に
従
事
さ
せ
る
と
と
も
に
、
本
村

職
員
と
し
て
災
害
危
機
管
理
能
力
を
高
め
、
本
村
の

防
災
体
制
づ
く
り
に
役
立
て
る
目
的
が
あ
り
ま
す
。

派
遣
職
員
の
声
▼
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事

故
の
影
響
で
、
い
ま
だ

大
変
な
思
い
で
避
難
生

活
を
続
け
て
い
る
双
葉

町
の
皆
さ
ん
が
、
少
し

で
も
早
く
ふ
る
さ
と
と

生
活
を
取
り
戻
せ
る
よ

う
、
微
力
で
は
あ
り
ま

す
が
精
一
杯
支
援
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
▼
人
事
課
人
事
担
当（
☎
282
局
１
７
１
１ 

内
線
１
３
２
２
）

住宅侵入犯罪･乗り物盗難が多発しています！

　本年村内で発生した住宅侵入犯罪は15件、乗り物盗難は51件です（８月31日現在）。秋から冬にかけ
ては日が暮れるのがだんだん早くなり夜が長くなるため、犯罪の増加が予想されます。防犯に対する
ちょっとした気の緩みが被害を招くことになります。被害に遭わないためにも防犯を心掛けましょう。
　そこで、次の防犯診断をしてみましょう。各編ごとに全ての番号に○印が付けば、防犯対策は十分と
いえます。一方、○印が少なければ少ないほど犯罪に遭いやすいので、早めに防犯対策をしてください。

【 戸 建 て 住 宅 編 】

１ わずかな時間でも留守にする時は、戸締まり
していますか

２ 留守にする時や就寝時は、２階以上の部屋の
窓も戸締まりしていますか

３ 敷地内の見通しは確保されていますか

４ ２階への足場となるものは片付けられていますか

５ 留守にする時や就寝時は、風呂場やトイレなどの
高窓や面格子がある窓も戸締まりしていますか

６ 窓･ドアには補助錠を取り付け、活用していま
すか（ワンドアツーロック）

７ 窓･ドア･雨戸･サッシ･面格子などは防犯性能
の高い建物部品（ＣＰマーク付き）ですか

８ 窓ガラスは、防犯ガラスにしているか、防犯
フィルムを貼っていますか

９ センサーライトを取り付けていますか

10 足音が出る玉砂利などを敷いていますか

11 防犯カメラを設置していますか

12 何日も留守にする時は、新聞などの配達を一
時的に止めていますか

13 外出する時は、近所に一声掛けていますか

14 見知らぬ人を見かけた時は、一声掛けていますか

15 夜間は門灯や玄関灯を点灯し、敷地内を明る
くしていますか

【 自 動 車 編 】
１ 必ず鍵を抜いていますか
２ わずかな時間でもドアロックをしていますか
３ 窓は完全に閉めていますか
４ 車内にバッグなどを置いたままにしていませんか

５ 照明灯や防犯設備がある駐車場を利用するよ
うにしていますか

６ 盗難防止機器を活用していますか
【 自 動 二 輪 車 編 】

１ 必ず鍵を抜いていますか
２ ハンドルロックをしていますか
３ 二重ロックにしていますか
４ 荷物などは、車上に置き放しにしていませんか

５ グッドライダー登録（原付の場合は、グッドラ
イダー登録または防犯登録）をしていますか

６ 照明灯や防犯設備がある駐輪場を利用するよ
うにしていますか

【 自 転 車 編 】
１ 必ず鍵を掛けて駐輪していますか
２ 二重ロックにしていますか
３ 防犯登録をしていますか

４ 荷物などは、かごや荷台に置き放しにしてい
ませんか

５ 決められた場所に駐輪するようにしていますか

６ かごには、ひったくり防止ネットやカバーを
付けていますか

■問い合わせ　消防防災課（☎282-1711 内線1523）、ひたちなか西警察署（☎272-0110）

防 

犯 

診 
断 
※
回
答
が「
は
い
」の
場
合
は
、
番
号
に
○
印
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。
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●これからもぜひ、長年の知恵と経験を若者に伝えてください！
　９月９日、東海文化センターで平成24年度「敬老会」が行われま
した。今年度、75歳以上となる村内の高齢者は3,613人、そのうち
100歳以上の方は、最高齢者（103歳）を筆頭に16人。式典で村上村
長は、「今後の未来を担う若者に、戦争や戦後を生き抜いてきた知
識と知恵を惜しみなく伝えていただきたいです」とあいさつし、一
層の長寿を祈念しました。100歳以上の方▼100歳…石川ふみさん、
遠藤光男さん、片野留吉さん、木村ふささん、髙野孝一さん、西村
貞子さん、塙はるのさん、本郷よねさん、松﨑公子さん　101歳…
宇賀神マサさん、坪井大六さん、中瀨クマさん、谷田部みさをさん
102歳…根本いねさん　103歳…川﨑智惠さん、橋本廣吉さん

式典後に行われたアトラクションでは、お笑いタレントの舞台や歌謡コン
サートが行われ、笑顔あふれるひとときとなりました。

村長と東海村社会福祉協議会会長（黒羽
根弘一さん）から記念品と花束を受け取
る最高齢の橋本さん

　

ペ
ッ
ト
は
自
ら「
マ
ナ
ー
を
守
ろ
う
」

と
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
飼
い

主
が
マ
ナ
ー
を
守
る
こ
と
で
、
初
め
て

ペ
ッ
ト
は
人
間
社
会
の
一
員
と
な
れ
る

の
で
す
。“
ペ
ッ
ト
と
共
に
暮
ら
す
”と

決
め
た
以
上
、
飼
い
主
は
、
責
任
と
愛

情
を
も
っ
て
面
倒
を
見
て
く
だ
さ
い
。

飼
い
主
が
責
任
を
果
た
す
こ
と
で
、
苦

情
の
ほ
と
ん
ど
は
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

村
が
保
護
し
て
い
る
犬
や
、
住
民

の
方
が
保
護
ま
た
は
、
捜
し
て
い

る
犬
や
猫
の
情
報
を
村
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
掲
示
板（
役
場
行
政
棟

１
階･

総
合
案
内
付

近
）で
公
開
し
て
い

ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

環
境
政
策
課
環
境
保
全
担
当（
☎
282

局
１
７
１
１ 

内
線
１
４
５
１
）、
茨
城

県
動
物
指
導
セ
ン
タ
ー（
☎
０
２
９
６
‐

７
２
‐
１
２
０
０
）

こ
ん
な
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す

ペ
ッ
ト
の
た
め
に
マ
ナ
ー
の
向
上
を

「
飼
い
主
マ
ナ
ー
向
上
推
進
月
間
」

10
月
は

　

無
駄
ぼ
え
は
近
所
迷
惑
と
な
り
ま
す
。

す
ぐ
に
や
め
さ
せ
る
こ
と
は
難
し
い
で
す

が
、
主
従
関
係
を
も
う
一
度
し
っ
か
り
と

教
え
、
ス
ト
レ
ス
や
運
動
不
足
を
解
消
さ

せ
て
あ
げ
る
な
ど
、
責
任
と
愛
情
を
も
っ

て
根
気
強
く
し
つ
け
ま
し
ょ
う
。

犬
の
鳴
き
声
が
う
る
さ
く
て
困
っ
て
い
ま
す

　

散
歩
中
に
ペ
ッ
ト
が
ふ
ん
を
し
た
ら
、

必
ず
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。
不
衛
生
な
だ

け
で
な
く
、
人
の
健
康
を
害
す
る
寄
生
虫

卵
を
含
ん
で
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
ふ
ん
や
尿
の
悪
臭
も
近
所
迷
惑
に
な

り
ま
す
。
清
潔
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

ふ
ん
、
尿
に
困
っ
て
い
ま
す

　
「
う
ち
の
ペ
ッ
ト
は
お
と
な
し
い
か
ら
放

し
飼
い
に
し
て
も
大
丈
夫
」と
安
易
に
考
え

て
い
ま
せ
ん
か
。
公
共
の
場
所
に
は
、
動

物
好
き
な
人
と
同
じ
く
ら
い
動
物
嫌
い
な

人
も
い
ま
す
。
屋
外
で
飼
う
犬
は
ロ
ー
プ

な
ど
で
つ
な
ぎ
、
そ
の
他
の

動
物
は
室
内
で
飼
い
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
ペ
ッ
ト
を
連
れ

て
外
出
す
る
と
き
は
必
ず
リ
ー

ド（
引
き
綱
）を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

放
し
飼
い
の
犬
や
猫
に
困
っ
て
い
ま
す

村
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
迷
子
の

ペ
ッ
ト
情
報
を
公
開
し
て
い
ま
す
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講座番号･講座名･講座内容 期　　日 時　　間 対象／定員

①着付け教室
　一人で美しく着物が着られるように着付けの基本を学びます。第

１回目は簡単にできる半幅帯を、第２回目以降は名古屋帯でのお太
鼓結びを学びます（着物･帯･長じゅばん等を用意できる方対象）。

11月17日･24日、 12
月１日･15日･22日（全
て土曜日）

13：30
～15：30

一　般
／ 15人

②障子の張り替え講座
　年末の大掃除に向けて、障子の張り替えの仕方を実践を通して

学びます（東海村シルバー人材センターとの共催）。
11月17日（土） 13：00

～17：00
一　般
／ 10人

③パソコン講座（ミニ） ～はじめようパソコン～
　初めてパソコンを使用する方を対象に、基本操作、インターネッ

トや電子メールの使い方を学びます。
11月16日（金） ９：30

～12：00
一　般
／６人

④パソコン講座（ミニ） ～年賀状をつくろう～
　「ワード2010」を初めて使う方を対象に、ワードを使ったオリ

ジナル年賀状の作成方法を学びます。
11月16日（金） 13：00

～15：30
一　般
／６人

⑤パソコン講座 ～楽しいワード中級～
　ワードの基本操作を取得している方を対象に、図形･写真･ワード

アートを挿入した文書の作り方を学びます。
11月15日（木） ９：30

～15：30
一　般
／６人

▼
第
６
期
中
央
公
民
館
講
座
受
講
生
募
集

■
日

程

等 

下
表
参
照

■
対　
　

象 

村
内
在
住･

在
勤･

在
学
の
方

■
受

講

料 

無
料

■
そ

の

他 

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な

り
ま
す
。

■
申
し
込
み 

講
座
申
込
書（
村
内
公
共
施
設
に

設
置
）を
持
参
す
る
か
、
は
が
き
に
▼
希
望
講

座
番
号（
複
数
可
）▼
住
所
▼
氏
名（
ふ
り
が
な
）

▼
性
別
▼
年
齢
▼
電
話
番
号
―
―
を
記
入
の

上
、
10
月
25
日（
木
）（
必
着
）ま
で
に
中
央
公
民

受
講
生
募
集
と
講
座
の
紹
介

受
講
生
募
集
と
講
座
の
紹
介

ままままままままままままままままままままままままままま
なななななななななななな

ののののののののの
ととととととととと
びびびびびびびびびびびびびびびびびびびびび
らららららららららららららららららら

中央公民館講座ナビ中央公民館講座ナビ中央公民館講座ナビ中央公民館講座ナビ中央公民館講座ナビ中央公民館講座ナビ中央公民館講座ナビ中央公民館講座ナビ中央公民館講座ナビ VOL５VOL５VOL５VOL５VOL５VOL５VOL５VOL５VOL５

問い合わせ　中央公民館（☎282-3329）
館（
〒
３
１
９
‐
１
１
１
５ 

船
場
７
６
８
）へ
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

※
第
７
期
講
座
の
募
集
は「
広
報
と
う
か
い
」（
11
月
10
日
号
）

の
ま
な
び
の
と
び
ら
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

骨盤

ビューティー

　

ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ

る
指
導
の
下
、
美
し
く
芯
の
強
い

体
づ
く
り
を
学
び
ま
し
た
。
骨
盤

は
心
身
の
健
康
を
つ
か
さ
ど
る
部

分
で
セ
ル
フ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る

力
を
養
う
こ
と
で
心
地
良
い
バ
ラ

ン
ス
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
講
座
に
は
幅
広
い
年
齢
層
の

女
性
が
参
加
し
、
和
や
か
な
雰
囲

気
の
中
、
楽
し
く
活
動
し
ま
し
た
。

▼
こ
れ
ま
で
に
開
催
し
た
講
座
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
！

　

国
や
県･
行
政
全
般
の
仕
事
や
サ
ー
ビ
ス
の
中
で
、
困
っ

て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？ 

そ
ん
な
と
き
、
行
政
相

談
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

村
で
は
、
大
内
英
昭
さ
ん
、
鈴
木
朝
美
さ
ん
が
総
務
大
臣

か
ら
委
嘱
を
受
け
、
行
政
相
談
委
員
と
し
て
定
例
相
談
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま

す
。「
行
政
手
続
き･

制
度
に
つ
い
て
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ

る
の
で
教
え
て
ほ
し
い
」「
国
道
に
危
険
箇
所
が
あ
る
の
で
改

善
し
て
ほ
し
い
」「
近
く
に
ポ
ス
ト
が
な
い
の
で
設
置
し
て
ほ

し
い
」等
、
ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

定
例
行
政
相
談

●
日　

時　

お
お
む
ね
隔
週
金
曜
日 

午
前
10
時
～
午
後
２

時 

※
詳
細
は
、「
広
報
と
う
か
い（
お
知
ら
せ
版
）」（
毎
月

25
日
発
行
）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
場　

所 

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー「
絆
」

問
い
合
わ
せ

　

東
海
村
社
会
福
祉
協
議
会（
☎
282
局
２
８
０
４
）、
村
民
相

談
室（
☎
282
局
１
７
１
１ 

内
線
１
２
７
６
）

め
ざ
そ
う

住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り

狭道に案内しないよう、案内標識
の表記が改善されました。

改善前

改善後

行
政
相
談

︻
行
政
相
談
週
間　

10
月
15
日
～
21
日
︼
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こんにちは！
村立東海病院です

■インフルエンザの予防策

　インフルエンザ対策は、12月から４月までの流行期を念頭に置き、個々のリスクに応じて計画的に
行うことが大切です。リスク評価のポイントは、①感染しやすい状況があるか（多数の人と接触する、
免疫が低下しているなど）②感染すると重症化する状況があるか（高齢である、持病があるなど）③発病
による重大な影響があるか（受験を控えている、妊娠しているなど）④他人へ感染させやすい状況がある
か（多数の人と接触するなど）――の４つです。また、具体的な対策は下表の通りです。

■インフルエンザかな？ と思ったら

　感染した後約２日の潜伏期を置いて、突然、高熱･頭痛･全身の倦
け ん た い

怠感･筋肉痛･関節痛が出現し、前後
して咳

せ き

･鼻汁を伴うのが典型的なインフルエンザの経過であり、普通の風邪よりも重症感が強いです。
感染の契機が明らかでこのような経過であればインフルエンザと判断してよく、検査は不要です。イン
フルエンザの迅速検査は、病初期には陽性と出ないこともあり、早過ぎる検査は誤解の元になります。
一方、抗インフルエンザ薬を使用するときは発症後48時間以内の開始が望ましく、診断（検査）には早過
ぎず遅過ぎずというタイミングが重要です。また、流行期にはインフルエンザだけに関心が集中しがちです
が、病状によっては肺炎（多くはインフルエンザより重い）など他の病気の可能性も考える必要があります。
■インフルエンザにかかったら

　速やかにマスクなどの感染予防対策を講じ、人との接触をできるだけ避け、十分な休養が取れる環境
を確保することが重要です。インフルエンザは通常１週間ほどで自然に治癒しますが、発症48時間以
内に抗インフルエンザ薬を使用すれば病悩期間を短縮することができ、重症化を予防できる可能性もあ
ります。発症後２日過ぎた場合は、薬を使用してもあまり変わりません。
　持病のある方は持病の悪化、高齢者は肺炎、乳幼児は中耳炎や熱性けいれんなどを合併することが
あり、注意が必要です。小児の重い合併症として有名なインフルエンザ脳症は多いものではありませんが、
意識障害、けいれん、異常行動などがあれば可能性を考えます。病気の進行が早いことが多く、高度の治療
ができる病院での救急診療が必要です。
　インフルエンザが治癒して他人への感染の心配がなくなるのは、解熱して２日過ぎた時という目安が
現実的です。インフルエンザ迅速検査は治癒判定に保険が利用できず、陰性になってもウイルスが検出
感度以下になったというだけで、必ずしも治癒やウイルスの消失を意味しません。

問い合わせ●村立東海病院（☎282-2188）、保健年金課地域医療担当（☎287-0899）

インフルエンザ対策についてインフルエンザ対策についてインフルエンザ対策についてインフルエンザ対策についてインフルエンザ対策についてインフルエンザ対策についてインフルエンザ対策についてインフルエンザ対策についてインフルエンザ対策についてインフルエンザ対策についてインフルエンザ対策についてインフルエンザ対策についてインフルエンザ対策についてインフルエンザ対策についてインフルエンザ対策についてインフルエンザ対策についてインフルエンザ対策についてインフルエンザ対策についてインフルエンザ対策についてインフルエンザ対策についてインフルエンザ対策についてインフルエンザ対策についてインフルエンザ対策についてインフルエンザ対策についてインフルエンザ対策についてインフルエンザ対策についてインフルエンザ対策についてインフルエンザ対策についてインフルエンザ対策についてインフルエンザ対策についてインフルエンザ対策についてインフルエンザ対策についてインフルエンザ対策についてインフルエンザ対策についてインフルエンザ対策についてインフルエンザ対策についてインフルエンザ対策についてインフルエンザ対策についてインフルエンザ対策についてインフルエンザ対策についてインフルエンザ対策についてインフルエンザ対策についてインフルエンザ対策についてインフルエンザ対策についてインフルエンザ対策についてインフルエンザ対策についてインフルエンザ対策についてインフルエンザ対策についてインフルエンザ対策についてインフルエンザ対策についてインフルエンザ対策についてインフルエンザ対策についてインフルエンザ対策についてインフルエンザ対策についてインフルエンザ対策についてインフルエンザ対策についてインフルエンザ対策についてインフルエンザ対策についてインフルエンザ対策についてインフルエンザ対策についてインフルエンザ対策についてインフルエンザ対策についてインフルエンザ対策についてインフルエンザ対策についてインフルエンザ対策についてインフルエンザ対策についてインフルエンザ対策についてインフルエンザ対策についてインフルエンザ対策についてインフルエンザ対策についてインフルエンザ対策についてインフルエンザ対策についてインフルエンザ対策についてインフルエンザ対策についてインフルエンザ対策についてインフルエンザ対策についてインフルエンザ対策についてインフルエンザ対策についてインフルエンザ対策についてインフルエンザ対策についてインフルエンザ対策についてインフルエンザ対策についてインフルエンザ対策についてインフルエンザ対策についてインフルエンザ対策についてインフルエンザ対策についてインフルエンザ対策についてインフルエンザ対策についてインフルエンザ対策についてインフルエンザ対策についてインフルエンザ対策についてインフルエンザ対策についてインフルエンザ対策についてインフルエンザ対策についてインフルエンザ対策についてインフルエンザ対策について

　　

流行期に入ったら
～感染の機会を減らし、備える～

流 行 期 前
～ワクチン接種の計画を立てる～

　インフルエンザワクチンは、完全ではないものの一定の発病予防
効果があり、合併症による入院や死亡を減らします。副作用は、接
種部位の腫れなど局所反応が10％ほど、発熱など全身反応が１％
ほどです。死亡を含む重い副作用は、100万接種当たり１件未満で
あり、インフルエンザ自体の重い合併症より少ない頻度です。卵ア
レルギーの方は程度により接種の可否が判断されますので、かかり
つけ医に相談してください。妊娠全期間～授乳中のワクチン接種は
可能ですが、かかりつけ医と相談の上で行った方が良いでしょう。
　ワクチンの効力は接種２週間後から現れ、５か月前後持続しま
す。インフルエンザの流行期と個人的な予定を踏まえ、接種計画
を立ててください。なお、13歳未満は２回接種する（２～４週間
置く）必要があります。

・できるだけ人混みを避ける。
・手洗い、うがい、マスクをする…

インフルエンザ対策としての有
効性の評価はさまざまですが、
インフルエンザ以外の発熱性疾
患の予防にもなります。

・日常の健康管理をする…十分な
睡眠、栄養を取りましょう。

※抗インフルエンザ薬の予防内服
は適否の判断が難しいため、個別
にご相談ください（健康保険は利
用不可）。
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ご
両
親
か
ら
の
ニ
ー
ト
相
談
も
受
け

て
い
ま
す
。

　

村
で
は
平
成
19
年
度
か
ら
ニ
ー
ト

の
方
や
そ
の
家
族
を
対
象
に
、
週
に

２
日
、
専
門
の
相
談
員
に
よ
る
ニ
ー

ト
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
23

年
度
の
利
用
者
は
27
人
で
、
う
ち
男

性
19
人･

女
性
８
人
、
利
用
者
に
男
性
が
多
い
の
も
こ
の
相

談
の
特
徴
で
す
。
ニ
ー
ト
は
、
就
職
活
動
の
失
敗
が
原
因

の
方
も
い
ま
す
。
ま
た
、
せ
っ
か
く
就
職
で
き
た
の
に
突

然
仕
事
を
辞
め
て
し
ま
い
、
以
来
、
再
就
職
し
て
も
、
ア

ル
バ
イ
ト
に
就
い
て
も
長
続
き
せ
ず
ニ
ー
ト
状
態
に
あ
る

方
も
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
と
き
、
ご
両
親
が
顔
を
見
る

た
び「
我
慢
が
足
り
な
い
」と
叱
っ
た
り
、「
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

に
行
っ
て
こ
い
」と
急
か
し
て
い
ま
せ
ん
か
？ 

ご
両
親
か

ら
見
れ
ば
、
納
得
で
き
な
い
状
態
か
と
は
思
い
ま
す
。
し

か
し
、
原
因
を
突
き
止
め
克
服
し
な
け
れ
ば
、
仕
事
に
就

い
て
も
ま
た
同
じ
こ
と
を
繰
り
返
し
ま
す
。
離
職
を
繰
り

返
す
と
自
信
が
持
て
な
く
な
り
、
自
己
否
定
に
つ
な
が
り

か
ね
ま
せ
ん
。
焦
り
や
不
安
は
、
お
子
さ
ん
へ
の
優
し
さ

を
も
奪
い
会
話
の
機
会
さ
え
な
く
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ま
ず
は
ご
両
親
が
相
談
員
と
話
し
て
み
ま
し
ょ
う
。「
そ
う

言
わ
れ
て
も
何
を
話
せ
ば
い
い
の
？
」―
―
心
配
は
い
り
ま

せ
ん
。
相
談
員
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
予
約
の
電
話
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
広
報
と
う
か
い
」（
７
月
10
日
号･

10
ペ
ー
ジ
）に

未
就
労
者
の
実
態
調
査
の
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
掲
載
し

ま
し
た
。
締
め
切
り
は
12
月
28
日（
金
）ま
で
で
す
。
ニ
ー

ト
に
お
悩
み
の
方
、
あ
る
い
は
そ
の
家
族
の
方
は
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

村
民
相
談
室（
ニ
ー
ト
相
談
☎
287
局

０
８
６
２
）

ご
両
親
か
ら
の
ニ
ー
ト
相
談
も
受
け

て
い
ま
す
。

　

村
で
は
平
成

の
方
や
そ
の
家
族
を
対
象
に
、
週
に

２
日
、
専
門
の
相
談
員
に
よ
る
ニ
ー

ト
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成

年
度
の
利
用
者
は

知っとく情報

村民
相談室

信発 ち
ゆ

ー

り
が
先
行
し
て
い
ま
し
た
。

月
並
み
で
す
が
、
そ
ん
な
不
安
な
気
持
ち
を
解

消
し
て
く
れ
た
の
は
、
や
は
り
子
ど
も
た
ち
の
元

気
な
姿
で
し
た
。
最
初
の
こ
ろ
は
見
知
ら
ぬ
顔
の

メ
ン
バ
ー
を
前
に
や
や
硬
い
面
持
ち
で
し
た
が
、

次
第
に
打
ち
解
け
て
い
っ
て
最
後
の
こ
ろ
に
は
班

全
体
に
ま
と
ま
り
も
出
て
き
ま
し
た
。
子
ど
も
た

ち
は
大
人
が
考
え
る
以
上
に
適
応
力
が
あ
る
の
で

し
ょ
う
。

キ
ャ
ン
プ
を
通
じ
て
、
大
人
と
子
ど
も
が
ふ
れ

あ
う
こ
と
の
大
切
さ
を
あ
ら
た
め
て
感
じ
ま
し
た
。

昨
年
ま
で
の
私
は
子
ど
も
会
活
動
に
対
す
る
関
心

が
強
く
は
な
く
、
行
事
に
も
ほ
と
ん
ど
参
加
し
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
今
回
キ
ャ

ン
プ
に
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
の
真
剣
な
ま
な
ざ

し
と
そ
れ
を
支
え
る
た
く
さ
ん
の
大
人
た
ち
の
姿

を
見
て
、
こ
れ
ま
で
の
自
分
に
欠
け
て
い
た
も
の

を
教
え
て
も
ら
っ
た
気
が
し
ま
し
た
。
キ
ャ
ン
プ

を
終
え
た
後
に
疲
労
感
と
と
も
に
訪
れ
た
充
実
感

は
、
き
っ
と
そ
ん
な
気
持
ち
の
表
れ
な
の
だ
と
思

い
ま
す
。

最
後
に
、
こ
の
キ
ャ
ン
プ
を
成
功
裏
に
終
わ
ら

せ
た
最
大
の
功
労
者
は
東
海
村
高
校
生
会
の
皆
さ

ん
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。年
齢
の
近
い
お
兄
さ
ん
、

お
姉
さ
ん
と
し
て
、
元
気
あ
ふ
れ
る
子
ど
も
た
ち

を
よ
く
ま
と
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の

力
な
く
し
て
キ
ャ
ン
プ
は
成
り
立
た
な
か
っ
た
で

し
ょ
う
。
こ
の
場
を
借
り
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

今
年
の「
Ｄ
Ａ
Ｙ
キ
ャ
ン
プ
」は
、
猛
暑
が
続
く

８
月
25
日
、
当
初
計
画
を
大
き
く
上
回
る
総
勢

１
６
０
人
余
り
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

キ
ャ
ン
プ
で
は
学
校
も
学
年
も
違
う
メ
ン
バ
ー

で
班
を
つ
く
り
、
竹
細
工
や
ナ
ン
の
生
地
作
り
、

流
し
そ
う
め
ん
、
花
火
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

「
部
会
の
会
長
」と
い
っ
て
も「
Ｄ
Ａ
Ｙ
キ
ャ
ン

プ
」は
私
自
身
初
め
て
の
経
験
で
、
始
ま
る
前
は

「
う
ま
く
進
行
で
き
る
だ
ろ
う
か
」「
暑
さ
で
子
ど

も
が
体
調
を
崩
さ
な
い
か
」「
竹
細
工
で
け
が
を
し

な
い
だ
ろ
う
か
」と
い
っ
た
不
安
な
気
持
ち
ば
か

Ｐ Ａ Ｒ Ｔ . 118

少年育成青
指導者からのメッセージ

体 験 記
﹁
Ｄ
Ａ
Ｙ
キ
ャ
ン
プ
﹂に
参
加
し
て

東
海
村
子
ど
も
会
育
成
連
合
会

文
化
研
修
部
会
長

川か

わ

さ

き﨑
　
康や

す

ゆ

き行

照
沼
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ま
た
、
職
員
に
は
、
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ･

職
業
指
導
員･

就
労
支
援
員･

生
活
支
援
員･

社
会
福
祉
士･

看
護
師･

相

談
支
援
専
門
員
を
配
置
し
、
利
用
者
を
支
え
て
い
ま

す
。
職
員
一
同
、
障
が
い
者
の
力
が
一
般
社
会
で
大
い

に
活
か
さ
れ
、
社
会
参
加
と
自
立
の
一
層
の
促
進
を
願

い
日
々
研
さ
ん
を
図
っ
て
い
ま
す
。

●
な
ご
み
内
で
の
障
が
い
者
支
援
の
取
り
組
み

　

主
に
次
の
よ
う
な
障
が
い
者
地
域
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
資
源
物
再
生
事
業

▽
手
す
き
再
生
紙
や
エ
コ
ポ
ッ
ト(

古
紙
再
生
植
木 

鉢)

の
製
作
…
牛
乳
パ
ッ
ク
、
シ
ュ
レ
ッ
タ
ー
く
ず

紙
、
新
聞
紙
、
段
ボ
ー
ル
等
が
原
材
料

▽
ウ
エ
ス
製
作
…
木
綿
布
が
原
材
料

②
な
ご
み（
２
階
）の
清
掃
作
業
と
受
託
軽
作
業

③
調
理
実
習
や
絵
画
教
室
、音
楽
教
室
、グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
宿
泊
体
験
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　

地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー（
な
ご
み･

総
合
支
援
セ

ン
タ
ー
内 

☎
287
局
２に

こ

に

こ

５
２
５ 

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
282
局

３
５
３
８)

国
民
年
金

だ 
よ 
り

社
会
保
険
料
控
除

に
つ
い
て

■
支
払
っ
た
全
額
が
所
得
控
除
の
対
象

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
し
た
全
額
が
所
得
税･

住

民
税
の
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
社
会
保

険
料
控
除
と
は
、
ご
自
身
や
家
族
の
社
会
保
険
料（
国
民

年
金･

厚
生
年
金･

国
民
健
康
保
険･

健
康
保
険
な
ど
）を
納

付（
給
与
天
引
き
を
含
む
）し
た
と
き
に
受
け
ら
れ
る
所
得

控
除
の
こ
と
で
す
。
申
告
で
き
る
金
額
は
、
１
月
１
日
か

ら
12
月
31
日
ま
で
に
納
付
し
た
社
会
保
険
料
の
額
で
す
。

■
社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
を
毎
年
11
月
初
旬
に
郵
送

　

控
除
を
受
け
る
場
合
に
は
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告

の
際
に
、
納
め
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類（
控
除
証
明
書

や
領
収
証
書
）を
添
付
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、
１
年
間
に

納
付
し
た
国
民
年
金
保
険
料
の
額
を
証
明
す
る「
社
会
保

険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除
証
明
書
」が
日
本
年
金
機

構
か
ら
11
月
に
郵
送
さ
れ
ま
す
。
な
お
10
月
以
降
に
今

年
初
め
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
す
る
方
は
翌
年
２

月
に
同
様
の
証
明
書
が
郵
送
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
を
大
切

に
保
管
し
、年
末
調
整
や
申
告
の
際
に
お
使
い
く
だ
さ
い
。

■
扶
養
家
族
分
も
納
付
し
た
方
は

　

家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
場
合
も
全
額

が
所
得
税
等
の
控
除
対
象
と
な
り
ま
す
。
年
末
調
整
等

の
手
続
き
の
際
に
ご
自
身
の
保
険
料
の
額
と
合
算
し
て
申

告
し
、
家
族
分
の
証
明
書
も
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル（
☎
０
５
７
０
︲
０
５
︲

１
１
６
５
）、
保
健
年
金
課
国
保
年
金
担
当（
☎
282
局

１
７
１
１ 

内
線
１
１
３
３
）

　

な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
の
活
動
を
紹
介
す
る

「
な
ご
み
チ
ャ
ン
ネ
ル
」。
今
回
は
、
な
ご
み（
２
階
）で

活
動
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人「
ま
つ
ぼ
っ
く
り
」の
障
が

い
者
就
労
支
援
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

●
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人「
ま
つ
ぼ
っ
く
り
」の
事
業
概
要
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人「
ま
つ
ぼ
っ
く
り
」は
、
平
成
18
年
４
月

に
小
規
模
作
業
所
と
し
て
須
和
間
地
内
で
始
ま
り
、
同

年
６
月
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
格
を
取
得
し
、
７
月
か
ら
障
が

い
者
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
所
と
し
て
本
格
的

な
就
労
支
援
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
21

年
７
月
に
は
、
多
機
能
型
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業

者「
わ
ー
く
る
ほ
ー
ぷ
」の
指
定
を
受
け
、
就
労
移
行
支

援･
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
を
加
え
た
３
事
業
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

障
が
い
者
が
職
業
訓
練
や
福
祉
的
就
労（
施
設
等
で

働
い
て
給
料
を
受
け
取
る
）の
場
や
日
中
活
動
を
楽
し

む
場
等
、
障
が
い
者
の
能
力
や
適
性
に
応
じ
た
活
動
機

会
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

●
な
ご
み
は
活
動
の
拠
点
で
す

　

現
在
、
23
人
の
知
的･
身
体･
精
神
の
障
が
い
者
の
皆
さ

ん
が
利
用
し
て
い
ま
す
が
、
18
才
以
上
で
働
き
た
い
と
い

う
意
欲
を
持
つ
障
が
い
者
で
あ
れ
ば
誰
で
も
利
用
で
き

ま
す
。
活
動
日
時
は
、
土･

日
曜
日
、
祝
日
を
除
い
た
午

前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
の
１
日
６
時
間
で
す
。毎
日
、

な
ご
み
内
で
の
朝
礼
終
了
後
、
３
か
所
の
法
人
施
設
と

村
内
外
企
業
４
か
所
の
請
負
作
業
所
に
出
向
き
ま
す
。

チ
ャ
ン
ネ
ル

52

チ
ャ
ン
ネ
ル

チ
ャ
ン
ネ
ル

　

な
ご
み

紙すきの様子

エコポットの製作
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【ギャラリーＡ（２階）】

■第15回創造茨城支部展
▼期　　間 10月14日(日) ～ 20日(土)
▼時　　間 午前10時～午後６時（最終日は午後３時閉館）
▼内　　容 平成11年に洋画家７

人で発足したグループで、自由
な発想と個人の人間性を尊重し
た活動を展開しています。今年
６月に東京都美術館で開催され
た「第65回記念創造展」出品作を
中心に展示します。

■原研美術部と仲間展
▼期　　間 10月21日(日) ～ 27日(土)
▼時　　間 午前10時～午後７時（最終日は午後３時閉館）
▼内　　容 部員とその家族や地

域の仲間と一体になって開催し
ています。東日本大震災以来、い
くらかでも被災した方々への癒
やしのお手伝いができたら…と、
最近は文化交流の場を村内･県内･
県外へと広げ、さまざまなジャンルの作品を発表しており、
大変見応えがあると好評です。

■三軌会（絵画･工芸）茨城支部展
▼期　　間 11月４日（日) ～ 10日(土)
▼時　　間 午前10時～午後６時（最終日は午後３時閉館）
▼内　　容 三軌会（絵画･工芸）茨

城支部は昭和60年に10人で発足
し、現在は会員数も17人になり
ました。なかなか大きな支部に
はなりませんが、少人数でまと
まりが良く、楽しく個性的な支
部です。個性を大事にし、個人の自由な表現を発表できる
場でありたいと思いながら活動しています。油彩･アクリ
ル･日本画･工芸･彫刻など約30点を展示します。

【ギャラリー B（１階）】

■「京都花街の女
ひ と

」写真展
▼期　　間 11月４日(日) ～ 10日(土)
▼時　　間 午前10時～午後６時（最終日は午後２時閉館）
▼内　　容 江口節夫さん（ひたちな

か市在住･ペンタックスファミリー
会員）の写真個展です。“山

さ ん が き ん た い

河襟帯、
自然に城をなす”とうたわれた千年
の都、京都。その歴史ある京都の
花街に生きる人たちの美の姿を、
数年にわたって撮影してきた作品約60点を展示します。

　
　
︻
俳　

句
︼

あ
か
あ
か
と
実
り
の
秋
ぞ
み
な
起
き
ろ

村　

松　

松
本　

正
勝

朝
焼
け
の
雲
た
な
び
き
て
葉
月
尽

東　

海　

佐
藤　

と
よ

あ
ば
ら
家
に
表
札
ふ
た
つ
蟬
し
ぐ
れ

南　

台　

渋
谷
ひ
ろ
し

夏
の
夜
烏い

か賊
釣
り
船
や
海
燃
ゆ
る

豊　

白　

中
島
エ
ミ
子

夏
草
の
茂
る
に
ま
か
せ
離
れ
庭

舟
石
川　

舛
井　

愛
子

逢
う
誰
も
一
語
違た

が

わ
ぬ
酷
暑
か
な

村
松
北　

小
野
寺
紀
夫

秋
風
や
梅
の
模
様
の
皿
ひ
と
つ

豊　

白　

小
林　

久
男

　
　
︻
短　

歌
︼　　

一
面
が
風
に
波
打
つ
青
き
田
は
天
に
向
っ

て
背
伸
び
し
て
お
り村　

松　

高
橋　

正
弘

盆
帰
り
産う

ぶ
す
な土
訪
え
ば
彼
岸
花
風
に
ゆ
ら
ぎ

て
あ
た
り
暮
れ
ゆ
く内　

宿　

村
上　

文
江

仰
ぎ
見
る
夜
空
の
星
の
輝
き
に
改
め
て
知

る
世
界
は
ひ
と
つ
と舟

石
川　

小
川
志
つ
江

萩
の
絵
を
描
き
た
い
妻
に
急
か
さ
れ
て
来

れ
ば
今
年
も
見
頃
す
ぎ
た
り

南　

台　

十
津
川　

浩

打
ち
続
く
自
然
炎
暑
の
こ
の
と
こ
ろ
自
然

の
威
力
に
人
の
手
及
ば
ず

村
松
北　

黒
澤　

孝
子

夏
至
の
日
の
少
し
露
あ
る
朝
空
に
時ほ

と
と
ぎ
す鳥
の

声
と
ほ
り
て
聞
こ
ゆ

村　

松　

桜
井　

秀
子

モ
ロ
ヘ
イ
ヤ
ゴ
ー
ヤ
オ
ク
ラ
と
食
膳
に
毎

日
な
ら
ぶ
健
康
野
菜外　

宿　

小
林
美
代
子

葛
の
花
秋
の
七
草
と
教
え
し
に
秋
あ
さ
き

今
日
そ
の
花
の
咲
く船　

場　

舛
井
庫
之
助

お
み
な
子
は
花
び
ら
ち
ぎ
り
占
い
す
誰
を

慕
う
や
真
顔
の
ま
ぶ
し

須
和
間　

柴
山　

靖
子

暑
き
な
か
装
う
人
等
の
わ
い
わ
い
と
敬
老

会
へ
の
バ
ス
の
賑
わ
う

緑
个
丘　

佐
藤　
　

正

五
輪
に
て
夢
と
希
望
の
風
吹
い
た
メ
ダ
ル

記
録
へ
感
動
広
ぐ 

照　

沼　

佐
藤　
　

昇

ＳＴＡＴＩＯＮ　ＧＡＬＬＥＲＹ

■場　　　所　ＪＲ東海駅（駅舎１･２階）
■問い合わせ　東海駅コミュニティ施設管理室（☎287-3680）
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お知らせ ･ピック
ア
ッ
プ

役
場
の

いいいんんんふふふぉぉぉ
ょょょ

電話番号 ☎ 282-1711（代表）

ししし んんんーーーめめめ

平成 24 年９月１日現在（前月比）
世帯数 14,557 世帯 （＋ 3）
総人口 37,809 人　 （＋ 33）

●人口と世帯数●

実施日時 第１･３木曜日 午後７時まで
【実施課】主な取り扱い業務※

【住民課】住民登録、印鑑登録、パスポー
トの交付、各種証明書･許可書の発行等

【保健年金課】保険や年金に関する各種
手続き、母子健康手帳の交付等

【社会福祉課】保育所の手続き、児童手
当･児童扶養手当の申請等

【会計課】国税と県税を除く各種税金･使
用料等の支払い

【税務課】各種証明書の発行、村税納税
相談（要予約）

【水道課】上水道の手続き、上下水道料
金の支払いなど
※詳しくは、村公式ホームページをご覧ください。

●窓口業務時間延長●

●10月の休日診療●

受付時間 午前９時 30 分から午後２時まで
※正午～午後１時を除きます。

期日 医療機関名 電話番号

14日（日）茨城東病院 282-1151
21日（日）村立東海病院 282-2188
28日（日）武藤小児クリニック 282-7722
救急医療機関をお探しのときは ▼毎日…
24時間対応

茨城県救急医療情報コントロールセンター
（☎241-4199）
茨城子ども救急電話相談 ▼午前９時～午後
５時…日曜日･祝日･年末年始（12月29日～１
月３日）▼午後６時30分～11時30分…毎日

プッシュ回線の固定電話、携帯電話から
（☎ #8000）
全ての電話から（☎ 254-9900）

●防災行政無線の内容が無料で聞けるテレホンサービス●

全ての電話から（☎ 0120-42-4848）

納期限 10月31日（水）

納付
種別

村県民税（第３期分）
国民健康保険税（第４期分）
後期高齢者医療保険料（第４期分）
介護保険料（第４期分）

●10月の納付●

暮
ら
し

使
用
済
み
農
ビ･

農
ポ
リ
を
回
収

し
ま
す

　

村
で
は
、
産
業
廃
棄
物
と
な
る
使
用
済

み
の
農
ビ（
農
業
用
ビ
ニ
ル
）と
農
ポ
リ（
農

業
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
）の
適
正
処
理
を
図
る

た
め
の
回
収
を
行
い
ま
す
。
今
回
か
ら
放
射

性
物
質
対
策
の
た
め
、
排
出
物
の
洗
浄
ま

た
は
土
砂
の
払
い
落
と
し
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
な
お
、
搬
入
時
に
実
施
す
る
放

射
線
検
査
の
結
果
、
０･

１
９
マ
イ
ク
ロ
シ
ー

ベ
ル
ト（
バ
ッ
ク
グ
ラ
ン
ド
を
除
く
）を
超
え

た
も
の
は
受
け
入
れ
を
お
断
り
し
ま
す
。

日
時
▼
11
月
９
日（
金
） 

午
前
９
時
～
正
午

場
所
▼
Ｊ
Ａ
ひ
た
ち
な
か
東
海
支
店

費
用
▼
▽
登
録
料（
１
０
０
０
円
／
年
） 

▽
処
理
費（
農
ビ
…
５
円
／
㎏
、
農
ポ

リ
…
14･

１
円
／
㎏
）▽
事
務
手
数
料

（
１
０
３
円
／
回
）

・

10
月
26
日（
金
）ま
で
に
、
農
業

支
援
セ
ン
タ
ー（
東
海
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ

マ
ー
ケ
ッ
ト「
に
じ
の
な
か
」内 

☎
287

局
７
８
６
７
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
当
日
の
受
け
付
け
は
で
き
ま
せ
ん
。

「
地
域
協
働
に
よ
る
環
境
政
策
」に

関
す
る
講
演
会
を
開
催
し
ま
す

期
日
▼
11
月
１
日（
木
）

時
間
▼
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

場
所
▼
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー「
絆
」

定
員
▼
先
着
１
５
０
人

内
容
▼
①
講
演
会 

演
題
…「
低
炭
素
社
会

づ
く
り
に
向
け
た
地
域
協
働
」 

講
師
…

小
林
久
さ
ん（
茨
城
大
学
教
授
） 

②
事

例
発
表 

奈
良
県
生
駒
市
、
岐
阜
県
多

治
見
市
、
東
海
村

入
場
料
▼
無
料

そ
の
他
▼
こ
の
講
演
会
は
、「
第
９
回
地

球
環
境
を
考
え
る
自
治
体
サ
ミ
ッ
ト
」

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
も
の
で
す
。

・

10
月
26
日（
金
）ま
で
に
、
電
話･

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ･

電
子
メ
ー
ル
い
ず
れ

か
の
方
法
で
、
環
境
政
策
課
環
境
計

画
推
進
担
当（
内
線
１
４
５
４ 

287
局

０
４
７
９ 

kankyou@
vill.tokai.

ibaraki.jp

）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
時
に
▽
住
所
▽
氏
名
▽
電

話
番
号
―
―
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

「
消
費
生
活
学
習
会
」を
開
催

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
賢
い
消
費
者

づ
く
り
に
役
立
つ「
消
費
生
活
学
習
会
」を
開

催
し
ま
す
。
今
回
は
、
私
た
ち
の
生
命
維
持

に
欠
か
せ
な
い“
食
”に
視
点
を
置
き
、
試
食

な
ど
を
行
い
、
野
菜
や
果
物
の
素
材
を
生
か

す
方
法
を
野
菜
ソ
ム
リ
エ
か
ら
学
び
ま
す
。

期
日
▼
11
月
14
日（
水
）

時
間
▼
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所
▼
中
央
公
民
館

定
員
▼
先
着
60
人

内
容
▼
テ
ー
マ
…「
野
菜･

果
物
を
も
っ
と
美

味
し
く･

健
康
に
！
～
素
材
の
活
か
し
方

を
野
菜
ソ
ム
リ
エ
に
習
っ
ち
ゃ
お
う
～
」 

講

師
…
田
野
島
万
由
子
さ
ん（
野
菜
ソ
ム
リ
エ･

ベ
ジ
フ
ル
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
い
ば
ら
き
代
表
）

入
場
料
▼
無
料

そ
の
他
▼
予
約
制
保
育
サ
ー
ビ
ス（
無
料
）

を
希
望
す
る
方
は
、
11
月
２
日（
金
）ま

で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

・

10
月
15
日（
月
）以
降
の
午
前
８
時

30
分
～
午
後
５
時
15
分
に
、
東
海
村
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー（
☎
287
局
０
８
５
８
）

へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
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福
祉

健
康･

医
療

Ｊ
Ｃ
Ｏ
事
故
関
連
周
辺
住
民
等

の
健
康
診
断
を
実
施
し
ま
す

期
日
・
場
所
▼
①
12
月
２
日（
日
）…
那
珂

市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー（
那
珂
市
菅
谷

３
１
９
８
） 

②
12
月
16
日（
日
）…
舟
石
川

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

※
住
所
に
か
か

わ
ら
ず
、
ど
の
会
場
で
も
受
診
で
き
ま
す
。

受
付
時
間
▼
午
前
７
時
～
10
時
30
分

対
象
▼
平
成
11
年
９
月
30
日
の
Ｊ
Ｃ
Ｏ
臨

界
事
故
当
時
、
避
難
要
請
区
域
内
に
在

住･

在
勤
し
て
い
た
方
や
周
辺
地
域
に
一
時

滞
在
し
た
方
で
、
受
診
を
希
望
す
る
方

費
用
▼
無
料 

※
専
門
の
医
師
に
よ
る
健

康
相
談
や
心
の
ケ
ア
相
談
も
無
料
で
受

け
ら
れ
ま
す
。

茨
城
県
保
健
予
防
課（
☎
301
局
３
２
１
９
）

※
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
午
前
８

時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

震
災
に
よ
る
固
定
資
産
税
の
特
例

　

り
災
証
明
書
の
損
害
の
程
度
が
全
壊･

大

規
模
半
壊･
半
壊
で
、
次
に
該
当
す
る
方
は
、

申
請
に
よ
り
固
定
資
産
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

【
被
災
住
宅
用
地
に
係
る
特
例
】

　

震
災
に
よ
り
滅
失･
損
壊
し
た
住
宅
の
敷

地（
被
災
住
宅
用
地
）は
、
住
宅
を
取
り
壊

し
た
場
合
も
住
宅
用
地
と
み
な
し
、
住
宅

用
地
の
課
税
標
準
の
特
例
措
置
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す（
平
成
33
年
度
分
ま
で
）。

【
被
災
代
替
住
宅
用
地
に
係
る
特
例
】

　

被
災
住
宅
用
地
の
所
有
者
等
が
代
替
土

地
を
平
成
33
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
取

得
し
た
場
合
、
当
該
土
地
の
う
ち
被
災
住

宅
用
地
相
当
分
に
つ
い
て
は
、
住
宅
が
建

設
さ
れ
て
い
な
く
て
も
住
宅
用
地（
被
災

代
替
住
宅
用
地
）と
み
な
し
、
住
宅
用
地

の
課
税
標
準
の
特
例
措
置
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す（
取
得
後
３
年
度
分
）。

【
被
災
代
替
家
屋
に
係
る
特
例
】

　

震
災
に
よ
り
滅
失･

損
壊
し
た
家
屋
の

所
有
者
等
が
被
災
家
屋
に
代
わ
る
家
屋
を

平
成
33
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
取
得
ま

た
は
改
築
し
た
場
合
、
被
災
代
替
家
屋
に

係
る
税
額
の
う
ち
被
災
家
屋
の
床
面
積
相

当
分
の
軽
減
措
置
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す（
取
得
後
６
年
度
分
）。

【
居
住
困
難
区
域
に
住
宅
用
の
土
地･

家
屋

を
所
有
し
て
い
る
方
の
特
例
】

　

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
の
影

響
で
居
住
困
難
区
域
に
指
定
さ
れ
た
区
域

（
総
務
大
臣
が
指
定
し
て
公
示
）に
住
宅
用

の
土
地･

家
屋
を
所
有
し
て
い
る
方
等
が
、

そ
の
代
替
と
し
て
村
内
に
土
地･

家
屋
を

取
得
し
た
場
合
、
申
請
に
よ
り
固
定
資
産

税
の
軽
減
措
置
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【

】

　

税
務
課
資
産
税
担
当（
内
線
１
１
１
１
）

「
ひ
た
ち
な
か
動
物
愛
護
講
座
」を
開
催

期
日
▼
11
月
10
日（
土
）

時
間
▼
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所
▼
ひ
た
ち
な
か
市
ヘ
ル
ス･

ケ
ア･

セ

ン
タ
ー

内
容
▼
①
公
開
講
座 

演
題
１
…「
マ
イ
ク
ロ

「
危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習
会
」

を
実
施

期
日
▼
11
月
６
日（
火
）

時
間
▼
午
前
９
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分

場
所
▼
ひ
た
ち
な
か
市
文
化
会
館

講
習
種
別
▼
一
般

受
講
料
▼
４
７
０
０
円
／
人

・

10
月
19
日（
金
）か
ら
25
日（
木
）

（
必
着
）ま
で
に
、
郵
送
で
公
益
社
団
法

人
茨
城
県
危
険
物
安
全
協
会
連
合
会

（
〒
３
１
０
‐
０
８
５
２ 

水
戸
市
笠
原
町

９
７
８
‐
２
６ 

☎
301
局
７
８
７
８
）へ
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
※
講
習
会
の
案
内
書

等
は
、
東
海
消
防
署
を
は
じ
め
と
す
る
ひ

た
ち
な
か･

東
海
広
域
事
務
組
合
の
各
消

防
署
と
消
防
本
部
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

東
海
村
ふ
れ
あ
い
農
園
指
導
員
と
一
緒

に
、
小
麦
の
種
ま
き
か
ら
収
穫
し
て
口
に

す
る
ま
で
、
食
の
一
連
の
流
れ
を
親
子
で
体

験
し
ま
せ
ん
か
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
▼
10
月
27
日（
土
） 

午
前
９
時
30
分

か
ら
…
種
ま
き（
受
け
付
け
は
午
前
９

時
か
ら
）※
平
成
25
年
７
月
に
収
穫
体

験
と
収
穫
し
た
小
麦
で
作
る
パ
ン
や
う

ど
ん
等
の
試
食
会
も
行
い
ま
す
。

場
所
▼
石
神
内
宿
地
内（
留
大
橋
手
前
の

信
号
機
が
あ
る
交
差
点
の
常
磐
線
側
）

対
象
等
▼
原
則
、
村
内
在
住
の
中
学
生
以

下
の
子
と
そ
の
親（
先
着
30
人
程
度
）

参
加
費
▼
３
０
０
０
円
／
人（
平
成
25
年
７

月
に
行
う
収
穫
体
験
と
試
食
会
の
費
用

を
含
む
）※
中
学
生
以
下
は
無
料
で
す
。

そ
の
他
▼
飲
み
物
と
長
靴
を
持
参
の
上
、
汚

れ
て
も
よ
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

村
上
孝
さ
ん（
東
海
村
ふ
れ
あ
い
農
園
代

表 

☎
０
９
０
‐
５
４
３
６
‐
９
４
０
９
）

「
さ
ん
し
ょ
く
の
集
い
～
親
子
で

農
業
体
験
～
」を
開
催

チ
ッ
プ
は
な
ぜ
必
要
な
の
か
」 

講
師
…
川

田
尚
毅
さ
ん（
Ｄ
Ｓ
フ
ァ
ー
マ
ア
ニ
マ
ル
ヘ

ル
ス
株
式
会
社
） 

演
題
２
…「
実
際
に
マ
イ

ク
ロ
チ
ッ
プ
を
入
れ
て
み
よ
う
」 

講
師
…

飯
田
裕
一
さ
ん（
共
立
製
薬
株
式
会
社
） 

②

長
寿
犬
の
表
彰 

③
里
親
交
換
会 

④
犬
猫

無
料
健
康
相
談 

⑤
パ
ネ
ル
展
示
等

受
講
料
▼
無
料

ひ
た
ち
な
か
市
ヘ
ル
ス･

ケ
ア･

セ
ン

タ
ー（
☎
276
局
５
２
２
２
）

日
時
▼
10
月
25
日（
木
） 

午
後
２
時
～
４
時

場
所
▼
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー「
絆
」

「
心
の
健
康
づ
く
り
講
座
」を
開
催
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日
時
▼
11
月
７
日（
水
） 

午
前
10
時
～
11

時（
午
前
９
時
40
分
開
門
）

場
所
▼
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
こ
ど
も
の
森
保
育
園

対
象
等
▼
１
歳
か
ら
就
学
前
ま
で
の
幼
児

と
そ
の
保
護
者（
先
着
25
組
）

内
容
▼
歌
、
読
み
聞
か
せ
、
子
育
て
が
楽

し
く
な
る
講
話

講
師
▼
さ
い
と
う
清
子
さ
ん（
育
児
相
談

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

参
加
費
▼
無
料

そ
の
他
▼
飲
み
物
、
靴
を
入
れ
る
袋
を
ご

育
児
講
座「
歌
と
お
話
の
世
界
」

を
開
催

子
育
て

妊
婦
の
た
め
の「
ハ
ロ
ー
ベ
ビ
ー

ス
ク
ー
ル
」を
開
催

　

妊
娠･

出
産･

育
児
に
つ
い
て
学
ん
だ

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
不
安
や
悩
み
を
相
談
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

日
程
等
▼

場
所
▼
保
健
セ
ン
タ
ー

参
加
費
▼
無
料

そ
の
他
▼
▽
母
子
健
康
手
帳･

母
子
健
康

手
帳
副
読
本･

筆
記
用
具
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。▽
予
約
制
保
育
サ
ー
ビ
ス（
無

料
）が
あ
り
ま
す（
11
月
10
日
を
除
く
）。

・

11
月
５
日
参
加
希
望
の
方
と
保
育

サ
ー
ビ
ス
利
用
希
望
の
方
は
、
10
月
30

日（
火
）ま
で
に
、
保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
282

局
２
７
９
７
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

身
体
障
害
者
相
談
員･

知
的
障
害
者
相
談

員
は
、
心
身
に
障
が
い
が
あ
る
方
な
ど
か

ら
、
日
常
生
活
で
の
困
り
事
な
ど
の
相
談

に
応
じ
、
更
正
に
必
要
な
指
導
や
助
言
を

行
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

身
体
障
害
者
相
談
員
▼
岸
三
男
さ
ん（
☎

282
局
０
０
５
２
）、
宇
野
正
記
さ
ん（
☎
282

局
１
９
６
０
）

知
的
障
害
者
相
談
員
▼
大
串
稔
さ
ん（
☎

287
局
７
１
７
２
）

そ
の
他
▼
身
体
障
害
者
相
談
員･
知
的
障

害
者
相
談
員
は
、
村
か
ら
委
託
を
受
け

て
活
動
し
て
い
ま
す
。

地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー（
☎
287
局

２
５
２
５
）

身
体
障
害
者
相
談
員･

知
的
障
害

者
相
談
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

　

障
が
い
児･

者
の
家
族
や
福
祉
関
係
者

な
ど
を
対
象
に
、
成
年
後
見
制
度
へ
の
理

「
障
が
い
児･

者
の
た
め
の
成
年

後
見
制
度
講
座
」を
開
催

持
参
く
だ
さ
い
。

・

10
月
18
日（
木
）以
降
の
午
前
10
時

～
午
後
３
時（
土･

日
曜
日
を
除
く
）に
、

サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
こ
ど
も
の
森
保
育
園（
☎

287
局
７
１
１
１
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

日　時 内　容
11月５日（月）
９:30 ～ 13:00
※エプロン･三角巾
をご持参ください。

助産師を交えた交
流、栄養の話と調
理実習

11月９日（金）
13:30 ～ 16:00

出産と産後の生活、
母と子の歯の健康、
マタニティシートベ
ルトについてなど

11月10日（土）
９:20 ～ 12:00
※エプロンをご持
参ください。

赤ちゃんのお風呂
の入れ方（実習）、
パパの妊婦体験 

　

今
年
の「
東
海
村

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
市
民

活
動
セ
ミ
ナ
ー
」は
、

倉
本
聰
さ
ん
を
招
い

て
行
い
ま
す
。

期
日
▼
11
月
10
日（
土
）

時
間
▼
午
後
２
時
～
４
時
30
分

場
所
▼
東
海
文
化
セ
ン
タ
ー

定
員
▼
先
着
７
５
０
人

内
容
▼
①
東
海
村
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
市
民
活

動
セ
ン
タ
ー「
え
が
お
」事
業
紹
介 

②
茨

城
復
興
メ
ッ
セ
ー
ジ
ラ
イ
ブ 

出
演
…
Ｙ

Ｅ
Ｓ
Ｂ
Ａ
Ｎ
Ｄ 

③
講
演
会 

演
題
…「
当

た
り
前
の
暮
ら
し
を
求
め
て
～
今
大
切

「
北
の
国
か
ら
」の
脚
本･

倉
本
聰
さ
ん

が
来
村
し
ま
す

に
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
事
～
」 

講
師
…

倉
本
聰
さ
ん（
脚
本
家･

劇
作
家･

演
出
家
）

入
場
料
▼
無
料

そ
の
他
▼
▽
予
約
制
保
育
サ
ー
ビ
ス（
無

料･

先
着
10
人
）が
あ
り
ま
す
。
▽
障
が

い
者
優
先
席
や
手
話
通
訳･

要
約
筆
記

が
あ
り
ま
す
。

東
海
村
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー「
え
が
お
」（
☎
283
局
４
５
３
８
）

定
員
▼
先
着
１
０
０
人

内
容
▼
映
画「
う
ま
れ
る
」の
上
映
会 

※
映

画「
う
ま
れ
る
」は
、“
子
ど
も
は
親
を
選

ん
で
生
ま
れ
て
く
る
”と
い
う
胎
内
記
憶

を
モ
チ
ー
フ
に
、
命
を
見
つ
め
る
４
組

の
夫
婦
の
物
語
を
通
し
て
、
自
分
た
ち

が
生
ま
れ
て
き
た
意
味
や
家
族
の
絆
、

命
の
大
切
さ
、
人
と
の
つ
な
が
り
を
考

え
る
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
で
す
。

入
場
料
▼
無
料

そ
の
他
▼
▽
乳
幼
児
と
一
緒
に
映
画
を
鑑

賞
で
き
ま
す
。
▽
予
約
制
保
育
サ
ー
ビ

ス（
無
料･

先
着
20
人
）が
あ
り
ま
す
。

・

10
月
22
日（
月
）ま
で
に
、
地
域
生

活
支
援
セ
ン
タ
ー（
☎
287
局
２
５
２
５
）

へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

解
を
深
め
る
た
め
の
講
座
で
す
。

期
日
▼
12
月
１
日（
土
）

時
間
▼
午
後
２
時
～
３
時
40
分

場
所
▼
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー「
絆
」

定
員
▼
先
着
１
２
０
人

内
容
▼
演
題
…「
障
が
い
児･

者
の
た
め
の
成

年
後
見
制
度
講
座
～
親
な
き
あ
と
、
大

切
な
そ
の
ひ
と
の
た
め
に
～
」 

講
師
…
堀

江
ま
ゆ
み
さ
ん（
白
梅
学
園
大
学
教
授
）、

久
保
田
美
也
子
さ
ん（
障
が
い
が
あ
る
息

子
に
後
見
人
を
付
け
た
方
）

受
講
料
▼
無
料

11
月
26
日（
月
）ま
で
に
、
東
海
村
社
会

福
祉
協
議
会（
☎
282
局
２
８
０
４
）へ
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

● 21



「
東
海
村
レ
デ
ィ
ー
ス
ダ
ブ
ル
ス

大
会
」を
開
催

期
日
▼
11
月
７
日（
水
）※
荒
天
の
場
合

は
、
11
月
８
日（
木
）に
延
期
し
ま
す
。

時
間
▼
午
前
９
時
試
合
開
始

場
所
▼
村
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

対
象
▼
ペ
ア
の
う
ち
１
人
以
上
が
、
村
内

在
住･

在
勤･

在
学
の
方
ま
た
は
東
海
村

テ
ニ
ス
連
盟
登
録
者

参
加
費
▼
連
盟
登
録
者
…
５
０
０
円
／
人

連
盟
未
登
録
者
…
７
５
０
円
／
人

そ
の
他
▼
テ
ニ
ス
ボ
ー
ル
と
飲
み
物
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

10
月
20
日（
土
）ま
で
に
、
所
定
の
申
込

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
村
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス（
☎
282
局

８
５
７
１
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

大
貫
宏
子
さ
ん（
東
海
村
テ
ニ
ス
連
盟

事
務
局 

☎
282
局
１
８
０
３
）

　

村
内
の
中
学
校
や
県
立
東
海
高
等
学
校

で
部
活
動
と
し
て
取
り
組
む
な
ど
、
村
で

活
動
が
盛
ん
な
ス
ポ
ー
ツ“
ホ
ッ
ケ
ー
”を

体
験
し
ま
せ
ん
か
。“
ホ
ッ
ケ
ー
”に
触
れ･

楽
し
み･

興
味
を
持
つ
た
め
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

ス
ク
ー
ル
で
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

期
日
▼
11
月
17
日･

24
日
、
12
月
１
日･

８

日（
全
て
土
曜
日 

全
４
回
）

時
間
▼
午
前
９
時
～
11
時

場
所
▼
中
丸
小
学
校

対
象
▼
村
内
ま
た
は
近
隣

市
町
在
住
の
小
学
生

定
員
▼
先
着
20
人（
最
少
催
行
人
数
５
人
）

参
加
費
▼
無
料

そ
の
他
▼
チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ク
ー
ル
で
使
用

す
る
道
具
は
主
催
者
側
で
用
意
し
ま
す
。

・

11
月
10
日（
土
）ま
で（
月
曜
日
を

除
く
）の
午
前
９
時
～
午
後
５
時
に
、

総
合
体
育
館（
☎
283
局
０
６
７
３
）へ
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ク
ー
ル

｢

ジ
ュ
ニ
ア
ホ
ッ
ケ
ー
の
部
」を
開
催

期
日
▼
11
月
11
日（
日
）･17
日（
土
）･26
日（
月
）

時
間
▼
午
前
10
時
～
午
後
４
時

場
所
▼
東
海
駅
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
ほ
か

対
象
▼
高
校
生
以
上
の
方

定
員
▼
先
着
10
人（
最
少
催
行
人
数
４
人
）

内
容
▼
女
性
の
顔
の
レ
リ
ー
フ（
浮
き
彫

り･

30
㎝
×
20
㎝
程
度
）を
制
作
し
ま
す
。

「
彫
刻
体
験
講
座
～
ブ
ロ
ン
ズ
レ

リ
ー
フ
制
作
～
」を
開
催

「
月
の
観
察
会
」を
開
催

　

空
が
澄
ん
で
い
る
秋
の
夜
に
、
親
子
で

月
や
星
を
観
察
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

期
日
▼
10
月
27
日（
土
）

時
間
▼
午
後
６
時
30
分
～
８
時
30
分

場
所
▼
中
央
公
民
館

対
象
等
▼
原
則
、
村
内
在
住
の
小
学
生
と

そ
の
保
護
者（
20
世
帯
）

「
東
海
村
文
化
祭
２
０
１
２
」の
ご
案
内

　

東
海
村
の
芸
術･

文
化
の
祭
典「
東
海
村

文
化
祭
２
０
１
２
」を
開
催
し
ま
す
。
詳

し
く
は
、「
広
報
と
う
か
い（
お
知
ら
せ

版
）」（
10
月
25
日
号
）と
同
時
に
配
布
す
る

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
程
等
▼
▽
11
月
１
日（
木
）…
村
内
小
中
学

校
音
楽
祭（
東
海
文
化
セ
ン
タ
ー
）▽
11
月

２
日（
金
）
～
４
日（
日
）…
東
海
村
文
化
祭 

展
示･

芸
能･

催
事
部
門（
総
合
体
育
館･

東

海
文
化
セ
ン
タ
ー･
中
央
公
民
館
ほ
か
）

東
海
村
文
化
祭
実
行
委
員
会
事
務
局（
東

海
文
化
セ
ン
タ
ー
内 

☎
282
局
８
５
１
１
）

　

１
月
に「
災
害
時
に
お
け
る
相
互
応
援

に
関
す
る
協
定
」を
締
結
し
た
三
重
県
菰

野
町
か
ら
、
民
話
の
語
り
部
が
来
村
し
ま

す
。
秋
の
ひ
と
と
き
、
菰
野
町
と
東
海
村

の
民
話
に
耳
を
傾
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
▼
10
月
20
日（
土
） 

午
後
２
時
～
４
時

場
所
▼
村
立
図
書
館

入
場
料
▼
無
料

生
涯
学
習
課
文
化･

ス
ポ
ー
ツ
振
興
担

当（
内
線
１
４
２
２
）

三
重
県
菰
野
町
と
の
交
流
事
業

「
民
話
の
交
流
会
」を
開
催

教
養･

ス
ポ
ー
ツ

　

村
少
年
少
女
合
唱
団
と
共
に
練
習
を
重

ね
、
11
月
25
日（
日
）に
鹿
嶋
勤
労
文
化
会

館（
鹿
嶋
市
宮
中
３
２
５
‐
１
）で
開
催
す

る「
茨
城
県
少
年
少
女
合
唱
祭
」の
ス
テ
ー

ジ
で
歌
声
を
披
露
し
ま
せ
ん
か
。

練
習
日
▼
10
月
27
日
、
11
月
10
日･

17
日･

24

日（
全
て
土
曜
日 

全
４
回
）

時
間
▼
午
後
５
時
30
分
～
６
時
30
分

場
所
▼
中
央
公
民
館

対
象
▼
村
内
在
住
で
小
学
１
年
生
か
ら
中

学
１
年
生
ま
で
の
方

参
加
費
▼
無
料

そ
の
他
▼「
茨
城
県
少
年
少
女
合
唱
祭
」へ

村
少
年
少
女
合
唱
団
と
共
に「
茨
城
県
少

年
少
女
合
唱
祭
」に
出
演
し
ま
せ
ん
か
？

は
、
村
少
年
少
女
合
唱
団
と
共
に
借
り

上
げ
バ
ス
で
移
動
し
ま
す
。

・

10
月
26
日（
金
）ま
で（
土･

日
曜
日

を
除
く
）の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
15
分
に
、生
涯
学
習
課
文
化･

ス
ポ
ー

ツ
振
興
担
当（
内
線
１
４
２
２
）へ
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

講
師
▼
岡
村
典
夫
さ
ん（
県
立
土
浦
第
三

高
等
学
校
教
諭
）

参
加
費
▼
５
０
０
円
／
世
帯

そ
の
他
▼
中
学
生
以
上
の
個
人
で
参
加
希

望
の
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・

10
月
20
日（
土
）（
必
着
）ま
で
に
、

往
復
は
が
き
に
▽「
月
の
観
察
会
」参
加

希
望
▽
住
所
▽
参
加
者
全
員
の
氏
名

（
小
学
生
は
学
年
も
明
記
）▽
電
話
番
号

―
―
を
記
入
の
上
、
林
京
子
さ
ん（
東
海

村
の
環
境
調
べ
隊
事
務
局 

〒
３
１
９
‐

１
１
１
１ 

舟
石
川
４
４
２
‐
１
０ 

☎
282

局
９
３
５
３
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
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そ
の
他

…申し込み　 …問い合わせ　 …ファクシミリ　 …ホームページ　 …電子メール

　

国
土
利
用
計
画
法
に
基
づ
き
、
一
定
面

積
以
上
の
土
地
取
引
の
後
に
は
、
届
け
出

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
届
け
出
を

一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引
の

後
に
は
届
け
出
が
必
要
で
す

　

将
来
、
自
衛
官
と
な
る
方
を
養
成
す
る

た
め
に
、
特
別
職
国
家
公
務
員
と
し
て
入

隊
す
る
高
等
工
科
学
校
の
生
徒
を
募
集
し

ま
す
。

対
象
▼
平
成
８
年
４
月
２
日
～
平
成
10
年

４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
男
性

試
験
日
▼
推
薦
…
平
成
25
年
１
月
12
日

（
土
）
～
14
日（
月･
祝
）の
指
定
す
る
１

日 

一
般 

１
次
試
験
…
平
成
25
年
１
月

募 集

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

生
徒
募
集

「
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
」を
開
催

　

一
般
社
団
法
人
東
海
村
自
治
会
連
合
会

と
村
と
の
共
催
で
、「
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー

ラ
ム
」を
開
催
し
ま
す
。
協
働
と
は
何
か
、

な
ぜ
協
働
が
必
要
な
の
か
な
ど
、“
村
民

と
行
政
と
の
協
働
”に
つ
い
て
一
緒
に
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
の
で
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

期
日
▼
10
月
27
日（
土
）

時
間
▼
午
後
１
時
30
分
～
３
時
45
分

場
所
▼
東
海
村
研
究
交
流
プ
ラ
ザ（
白
方

１
６
２
‐
１
）

定
員
▼
２
０
０
人

内
容
▼
①
一
般
社
団
法
人
東
海
村
自
治
会

連
合
会
事
業
報
告 

②
押
延
区
自
治
会

の
活
動
事
例
発
表 

③
講
演
会 

演
題
…

「
協
働
か
ら
総
働
へ
」 

講
師
…
川
北
秀

人
さ
ん
／
Ⅰ
Ⅰ
Ｈ

Ｏ
Ｅ［
人
と
組
織
と

地
球
の
た
め
の
国

際
研
究
所
］代
表

入
場
料
▼
無
料

自
治
推
進
課
自
治
推
進
担
当（
内
線

１
２
７
２
）※
事
前
申
し
込
み
は
不
要

で
す
。

東
海
第
二
発
電
所
に
関
す
る

「
意
見
聴
取
会
」を
開
催

　

現
在
、
村
議
会
原
子
力
問
題
調
査
特
別

委
員
会
は
、
東
海
第
二
発
電
所
の
廃
炉･

再
稼
動
中
止
な
ど
の
請
願
と
安
全
性
向
上

に
関
す
る
請
願
を
審
査
し
て
お
り
、
審
査

の
参
考
と
す
る
た
め
、
村
内
在
住･

在
勤
の

方
か
ら
東
海
第
二
発
電
所
に
関
す
る
意
見

を
聞
く「
意
見
聴
取
会
」を
開
催
し
ま
す
。

日
時
▼
①
10
月
25
日（
木
） 

午
後
６
時
～

８
時
30
分 

②
10
月
28
日（
日
） 

午
後
１

時
30
分
～
４
時 

※
開
場
は
両
日
と
も

開
始
30
分
前
と
な
り
ま
す
。

場
所
▼
東
海
村
研
究
交
流
プ
ラ
ザ（
白
方

１
６
２
‐
１
）

そ
の
他
▼
10
月
31
日（
水
）ま
で
、
村
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w

.vill.tokai-
gikai.jp/

）の
専
用
フ
ォ
ー
ム
ま
た
は
各

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
備
え
付
け
の
様

式
で
も
意
見
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

※
請
願
の
内
容
を
見
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

議
会
事
務
局（
内
線
１
２
８
１
）

小
美
玉
市
●
２
０
１
２
お
み
た
ま

産
業
ま
つ
り

期
日
▼
10
月
28
日（
日
）

時
間
▼
午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時

場
所
▼
茨
城
空
港
公
園（
茨
城
空
港
タ
ー

ミ
ナ
ル
ビ
ル
隣
り
）

内
容
▼
各
種
物
産
展
、
ス
テ
ー
ジ
発
表
、

抽
選
会
、
模
擬
上
棟
式（
餅
ま
き
）な
ど

小
美
玉
市
商
工
観
光
課（
☎
０
２
９
９

‐
４
８
‐
１
１
１
１
）

と
な
り
の
ま
ち
か
ら

19
日（
土
） 

２
次
試
験︵
１
次
試
験
合
格

者
の
み
︶…
平
成
25
年
２
月
２
日（
土
）

～
５
日（
火
）の
指
定
す
る
１
日

合
格
発
表
▼
推
薦
…
平
成
25
年
１
月
18
日

（
金
） 

一
般
…
平
成
25
年
２
月
22
日（
金
）

そ
の
他
▼
全
寮
制
で
一
般
高
等
学
校（
提

携
す
る
通
信
制
高
等
学
校
に
入
学
）と

同
じ
学
科
、
各
種
技
術
の
専
門
知
識
、

防
衛
の
基
礎
等
を
学
び
ま
す
。
※
３
年

間
の
教
育
修
了
時
に
は
、
高
等
学
校
卒

業
資
格
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・

推
薦
は
11
月
１
日（
木
）
～
12
月
７

日（
金
）、
一
般
は
11
月
１
日（
木
）
～
平
成

25
年
１
月
７
日（
月
）に
、
自
衛
隊
茨
城
地

方
協
力
本
部
水
戸
募
集
案
内
所（
☎
226
局

９
２
９
４ 

http://w
w

w
.m

od.go.jp/
pco/ibaraki/

hq1-ibaraki@
pco.

m
od.go.jp

）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

し
な
い
で
い
る
と
、
６
か
月
以
下
の
懲
役

ま
た
は
１
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
せ

ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

届
け
出
が
必
要
な
面
積
▼
市
街
化
区
域
…

２
０
０
０
㎡
以
上 

市
街
化
調
整
区
域
…

５
０
０
０
㎡
以
上

届
け
出
方
法
▼
契
約
締
結
の
日
か
ら
起
算

し
て
２
週
間
以
内
に
権
利
取
得
者（
譲

受
人
）が
、
政
策
推
進
課（
役
場
行
政
棟

３
階
）備
え
付
け
の「
土
地
売
買
等
届

出
書
」に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
▽
契

約
書
の
写
し
▽
公
図
の
写
し
▽
位
置
図

（
縮
尺
５
万
分
の
１
以
上
）▽
住
宅
地
図

（
縮
尺
５
０
０
０
分
の
１
以
上
）▽
委
任

状（
代
理
の
方
が
届
け
出
る
場
合
の
み
）

―
―
を
添
え
て
東
海
村
長
へ
届
け
出
て

く
だ
さ
い
。
※「
土
地
売
買
等
届
出
書
」

は
、
村
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

政
策
推
進
課
企
画
調
整
担
当（
内
線

１
３
３
５
）

受
講
料
▼
５
０
０
０
円
／
人 

※
別
途
、

金
属
鋳
造
費
が
掛
か
り
ま
す
。

10
月
14
日（
日
）以
降
の
午
前
９
時
～
午

後
５
時
に
、
東
海
駅
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施

設
管
理
室（
☎
287
局
３
６
８
０
）へ
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
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発
行　

東
海
村　
　

編
集　

総
務
部
総
務
課　

〒
３
１
９
‐
１
１
９
２　

那
珂
郡
東
海
村
東
海
三
丁
目
７
番
１
号　

☎
０
２
９（
２
８
２
）１
７
１
１　
　

印
刷　

い
ば
ら
き
印
刷（
株
）

広
報 

と
う
か
い　
10
月
10
日
号

〈東海村公式ホームページ〉　　http://www.vill.tokai.ibaraki.jp/

「広報とうかい」は、環境に配慮して「大豆インキ」と「古紙パルプ配合率100％再生紙」を使用しています。

わ
が
家
は
、
甘
え
ん
坊
だ
け
ど
近
頃

め
っ
き
り
お
兄
ち
ゃ
ん
ら
し
く
な
っ
て

き
た
長
男･

晟せ

い

な和（
４
歳
）と“
兄
ち
ゃ
ん

大
好
き
”で
現
在「
魔
の
２
歳
児
」真
っ

た
だ
中
の
次
男･

和か

ず

ま真（
２
歳
）、
そ
し

て
主
人
と
私
の
４
人
家
族
で
す
。

私
た
ち
は
、
晟
和
が
１
歳
１
か
月
の

こ
ろ
、
日
立
市
か
ら
引
っ
越
し
て
き
ま

し
た
。
そ
れ
ま
で
実
家
の
母
と
同
居
し

て
い
た
た
め
、
私
は
子
育
て
の
大
変
さ

を
思
い
知
る
こ
と
な
く
過
ご
し
て
い
ま

し
た
。
新
し
い
環
境
に
、
晟
和
は
な
じ

ん
で
く
れ
る
か
な
？ 

そ
ん
な
一
抹
の

不
安
を
抱
え
な
が
ら
東
海
村
で
の
生
活

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
私

た
ち
の
心
配
を
よ
そ
に
、
晟
和
は
す
ぐ

に
生
活
に
慣
れ
て
く
れ
ま
し
た
。私
も
、

母
の
あ
り
が
た
さ
を
あ
ら
た
め
て
感
じ

つ
つ
、
初
め
て
の
家
族
３
人
で
の
生
活

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
同
じ
年
、
和
真
を
妊
娠･

出
産
―
―
。

和
真
が
生
ま
れ
た
時
、
晟
和
は
２
歳

に
な
り
、
ち
ょ
う
ど
自
我
が
芽
生
え
て

き
た
こ
ろ
で
し
た
。
何
を
言
っ
て
も“
イ

ヤ
イ
ヤ
”、
さ
ら
に
赤
ち
ゃ
ん
返
り
と

戸
惑
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
初
め
て

晟
和
と
和
真
、
私
の
３
人
に
な
っ
た
と

き
は
、「
ま
ず
は
、
ど
う
し
た
ら
い
い

だ
ろ
う
か
…
」と
不
安
に
な
っ
た
こ
と

を
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。

私
は
不
器
用
な
が
ら
も
家
事
と
育
児

を
す
る
中
で
、
で
き
る
限
り
晟
和
と
の

時
間
を
大
切
に
し
よ
う
と
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
ふ
と
気
付
け
ば
日
々
の
疲
れ

や
ス
ト
レ
ス
か
ら
怒
り
っ
ぽ
く
な
っ
て

い
ま
し
た
。「
怒
り
す
ぎ
て
は
い
け
な

い
、
怒
り
す
ぎ
て
は
い
け
な
い
」と
呪

文
の
よ
う
に
心
の
中
で
唱
え
な
が
ら

も
、
つ
い
怒
っ
て
し
ま
い
、
自
己
嫌
悪

―
―
そ
ん
な
と
き
は
、
主
人
に
は
も
ち

ろ
ん
、
マ
マ
友
達
に
悩
み
を
聞
い
て
も

ら
っ
た
り
、
楽
し
い
会
話
で
気
分
転
換

さ
せ
て
も
ら
っ
た
り
し
ま
し
た
。
そ
う

し
て
い
く
う
ち
に「
悩
ん
で
い
る
の
は

私
だ
け
じ
ゃ
な
い
ん
だ
！
」と
分
か
り
、

気
持
ち
も
楽
に
な
り
前
向
き
に
な
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

今
は
幼
稚
園
の
年
中
に
な
っ
た
晟

和
。家
の
お
手
伝
い
を
し
て
く
れ
た
り
、

和
真
の
面
倒
を
見
て
く
れ
た
り
し
ま

す
。
兄
弟
げ
ん
か
は
す
る
け
れ
ど
、
２

人
で
仲
良
く
遊
ん
で
い
る
姿
は
私
を
自

然
に「
ム
フ
フ
」と
笑
顔
に
し
て
く
れ
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
２
人
の
成
長
が
楽
し

み
で
す
。

わ
が
家
の

子
育
て
奮
戦
記
●
表
紙
の[

ひ
と]

益ま

し

こ子
ち
え
み

〈東海村公式ホームページ〉　　http://www.vill.tokai.ibaraki.jp/

「広報とうかい」は、環境に配慮して「植物油インキ」と「古紙パルプ配合率100％再生紙」を使用しています。

夢は…。“薬剤師”
舟石川小学校６年●西

に し の

野由
ゆ う

羽
　私の夢は薬剤師になることです。
　理由は２つあります。１つは、現在、社会で医師不
足が問題になっているという新聞記事を見て、医師の
手助けをしたいと思ったからです。医師が少なくても、
きちんと治療ができて、副作用の少ない新しい薬を薬
剤師がたくさん開発することで、医師の手助けができ
ると思ったからです。
　もう１つは、私たちが大人になるころには、高齢化
が進むといわれています。だから、病気になる人も増
えると思います。私は、病院に行かなくても、近所の
ドラッグストアや薬局で買えて、さまざまな病気の治
療ができる薬を開発して商品にしたいと思っています。
　このような２つの理由から、私は医師の手助けがで
きて、さまざまな人の役に立てるような薬剤師になり
たいです。

夢は…。“薬剤師”
舟石川小学校６年●西

に し の

野

ぼくの夢
わたしの夢夢

Dream-139

ちびっこ
美術館

“郵便ポスト”
　郵便ポストに手紙を出していると
ころを描いてくれたのは啓吾くん

（５歳）。虫捕りが好きだという啓吾
くんは、虫の絵や、漢字も使って書
いた手紙を遠くに住んでいる友達に
よく送っているそうです。

くん
●橋

は し も と

本啓
け い ご

吾
百　塚
保育所


